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 はじめに 

 

 長井市教育委員会では、平成31年3月に『長井市教育振興計画 後期計画（計画期間:

平成31年度～35年度）』を策定し、引き続き「いのちを育み『長井の心』を未来につな

ぐまち」を教育目標とするとともに、教育の各分野における目標を設定して、重点課題

と具体的取組みの方針を定めました。 

「長井市の教育」では、この計画の実現に向けて、今年度における重点項目と施策を

示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｢長井の心｣子ども版 １０の子ども像 

① 長井の人、自然、文化に親しむ子ども 

 ②  笑顔であいさつのできる子ども               

 ③  ありがとうと言える子ども                 

 ④  思いやりを持って行動する子ども              

 ⑤  勉強や運動にねばり強く取り組む子ども           

 ⑥  力を合わせて、よりよい生活をつくる子ども         

 ⑦  自分のいのち、みんなのいのちを大切にする子ども      

 ⑧  きまりを守って、行動する子ども              

 ⑨  本が大好きな子ども 

 ⑩  夢を持って、努力する子ども 
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【学校教育推進の体系】 

 

≪基本目標≫   ≪施策の展開方向≫           ≪主な施策≫ 
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(1) 生きてはたらく「確かな学力」の育成 

 

○一人ひとりを大切にした授業の推進 

○探究型学習の推進 

○音読と百マスによる学習の基礎づくり 

○キャリア教育の充実 

○プログラミング教育の研究 

○国際社会に対応できるコミュニケーショ

ン能力の育成とＡＬＴの活用 

○ＩＣＴ機器の効果的活用 

○読書活動・１学級１新聞による言語活動

の推進 

○ながいアクティブキッズプロジェクト事

業等による生活習慣の改善 

○めあてを持って運動に取組む活動の推進 

○オリ・パラを意識したスポーツ振興とタ

ンザニア選手との交流 

○校内の支援体制の充実と研修の推進 

○幼保小等連携専門員・支援員、日本語指

導員の配置による、きめ細かで組織的・

継続的な支援 

○長井の心推進事業等による自尊感情の育

成と醸成 

○いじめ・不登校対策の組織的取組 

○スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワークコーディネーター、教育相談

員の派遣による支援の充実 

○教育課題の解決に向けた研修の充実 

○教職員の専門性の向上 

○信頼される教師・学校づくりをめざした

組織的・継続的研修の推進 

○心と体の源である食育の推進 

○バランスのとれたおいしい給食の提供 

○地産地消の推進、郷土愛の醸成 

○衛星管理基準等の順守 

○コミュニティ・スクール及びディレクタ

ー制度を活用した教育活動の推進 

○情報発信と学校評価の取組の推進 

○ふるさと長井会と連携した、地域の特性

・人材を活かした活動の推進 

○学校施設長寿命化計画の策定と大規模 

改修の実施 

○調理場のPFI方式による早期の新築 

(2) た く ま し い 心 と 体 の 育 成 

 

(3) 特 別 支 援 教 育 の 充 実 

 

(4) 生 徒 指 導 の 充 実 

 

(5) 研 修 の 充 実 

 

(6) 地 域 と の 連 携 協 力 体 制 づ く り 

 

(7) 学校給食をとおした食育の充実  

 

(8) 学 校 関 係 施 設 の 整 備 計 画  
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【生涯学習推進の体系】 

 

《基本目標》     《施策の展開方向》          《主な施策》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・幼児教育の充実 

～家庭と地域の教育力向上～ 

地域における子育ち環境の充実 

～地域と学校の連携～ 

青少年の健全育成 

～次代を拓く青少年の育成～ 

コミュニティセンター及び自治公

民館活動の充実 

～住民主体の地域づくりと生涯学習

の推進～ 

読書活動の推進 

～読書に親しむ環境づくり～ 

芸術文化活動の振興 

～芸術文化に触れる豊かな生活～ 

文化財の保護活用と地域活性化 

～地域資源の保護と再発見～ 

文教施設の整備・充実 

～利用しやすい施設を目指して～ 

○学習機会の提供 

○家庭教育情報の提供 

○実践活動の推進 

○地域と学校の協働活動の充実 

○地域の子ども会活動の推進 

○青少年育成活動の推進 

○ボランティア及び社会参加活動の

推進 

 

○コミュニティセンターとの連携の

充実 

○コミュニティセンターにおける生

涯学習事業の充実 

○自治公民館への支援 

○子どもと家庭における読書活動 

の推進 

○図書館機能の充実と読書環境の 

充実 

○公共複合施設（多機能型図書館）

建設に向けて 

○文化財の保存、伝承体制の構築 

○文化財の活用 

○長井市史刊行事業 

○市民文化会館の機能の充実 

○芸術文化活動への支援 

○図書館、市民文化会館、文教の杜

等の計画的な整備 

生

涯

学

習

を

と

お

し

て

人

も

地

域

も

元

気

な

ま
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【生涯スポーツ推進の体系】 

≪基本目標≫    ≪施策の展開方向≫          ≪主な施策≫ 
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ま 
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スポーツに親しむ活

動の推進 

○スポーツに親しむ気運の醸成 

○ライフステージに応じたスポーツ活動

の実態把握と積極的な参加の促進 

○「わがまちのスポーツ」など地域性を

活かしたスポーツの推進 

○幼児から高齢者の誰もが障がいの有無

 に関わらず安心してスポーツに親しめ

 る環境の整備 

○安全なスポーツ活動実施のための事故

防止・障害の予防 

○子どもの体力向上に向けた普及啓発 

○親子・家族が共に楽しめるスポーツの 

推進 

○幼稚園等や学童保育へのスポーツ支援 

○スポーツ少年団の充実・支援 

○総合型スポーツクラブ等と連携した

取り組みの推進 

○総合型スポーツクラブの自立支援 

○スポーツボランティアの育成 

○一貫指導体制の構築 

○選手強化への支援と優秀選手・指導者

への顕彰の充実 

○スポーツ指導者の育成と支援 

○スポーツ推進委員の資質の向上 

○公共施設整備計画及び体育施設整備計

画に基づく施設整備 

○スポーツ施設長寿命化に係る個別計画 

○大学・企業チーム等の合宿誘致 

○スポーツ指導者の育成と資質の向上 

○マラソン・駅伝のまちの推進 

○施設管理運営の弾力化と有効活用 

○体育施設の保守、点検の徹底 

○体育施設の指定管理者制度導入の推進 

○ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化 

安全なスポーツ活動

の推進 

幼児期からスポーツ

に親しむ環境の整備 

子どもを取り巻く地

域のスポーツ環境の

整備 

コミュニティの中核

となる総合型スポー

ツクラブの育成・推

進 

スポーツ指導者の充

実 

ジュニア期からトッ

プレベルを目指せる

環境整備 

競技大会の開催の

充実及び上位大会

や合宿等の招致 

施設の安全な管理

運営と効果的・効率

的な運営 

体育施設整備計画 

(1) 

ライフステー

ジに応じたス

ポーツ活動

の推進 

 

(2) 

地域における

子どものスポ

ーツ機会の

充実 

 

(5) 
体育施設の

充実 

 

(3) 

市民が主体

的に参画す

る地域スポー

ツ環境の整

備 

 

(4) 

競技スポー

ツの振興と競

技力の向上 
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第 1章 学校教育＝「長井の心」を持ち、たくましく生き抜く子どもを育む学校教育 

１．重点と施策 

（１）生きてはたらく「確かな学力」の育成 

重     点 主  な  施  策 

①  2020 年度実施の学習指導要領に基づく「主体

的・対話的で深い学び」の実現、及び、県で推

進している「既習の知識や経験をもとに、言語

活動を中心にした豊かなかかわり合いの中で、

自ら考え判断し表現する活用力をのばす探究型

学習」を進めます。 

○教研式標準学力調査(NRT)知能

検査の分析   (2,957千円) 

○校内研・学校研究発表会の実施 

○探究型学習推進プロジェクト事

業       (300千円) 

○ＩＣＴ機器（タブレット、電子

黒板等）有効活用方法の研究と

実践 

○理科教育振興事業(1,450千円) 

○授業改善アドバイザー事業 

(90千円) 

○1学級 1新聞事業の推進 

② 「学びの基礎づくり事業」として、「百マス計算」

「音読」に各小学校で取り組み、基礎基本と集

中力を身につけた児童・生徒の育成をめざしま

す。また、一人ひとりを大切にした少人数指導

による授業構成を工夫し、日常授業の充実と改

善による、わかる・楽しい授業づくりを推進し

ます。 

○教育・子育て戦略顧問 隂山英  

 男先生推奨の音読、100 マス計

算の推進（学びの基礎づくりモ

デル校 2年目・平野小、豊田小） 

○指導主事等派遣事業 

○特別研修会の実施 

○先進校の視察研修の実施 

③  多様な地域人材や、本市出身者団体「ふるさと

長井会」等の協力を得ながら、かかわりを大切

にした体験活動と自分の良さや生き方について

考え、自尊感情を育成する「キャリア教育」を

推進します。 

○総合的な学習・キャリア教育の

充実  職場体験活動の充実 

○ふるさと長井会との連携協力事

業の推進（推進校：西根小・平

野小） 

④ モジュール（短時間授業）を活かした外国語活

動・外国語の充実や全小・中学校へ配置された

ALTの積極的な活用を図っていきます。また、イ

ンターネットによるマンツーマン英会話授業の

実施と、英語検定３級以上の受検料補助の実施

により、学習意欲の向上と国際社会に対応でき

るコミュニケーション能力の育成を推進します。 

○外国語指導助手派遣事業 

8名体制     (39,649千円) 

○全小・中学校におけるインター

ネット回線を活用したマンツー

マン英会話学習及び全小学校に

おけるモジュール学習の実施 

○英語力向上推進事業（英検３級

以上、英検 IBA） (801千円) 

⑤ 「長井市教育情報化推進計画」に基づき、全小・

中学校に高速無線 LAN 環境を整備し、さらに全

学級に電子黒板・書画カメラを配置する ICT 教

育の環境整備に努めます。また、電子黒板・タ

ブレット・デジタル教科書等の効果的で円滑な

活用のために情報教育推進員を派遣し授業の充

実を図ります。 

○教育用・教職員用コンピュー

ター整備事業             

(8,945千円) ・(27,423千円) 

○電子黒板等借上料(6,925千円) 

○情報教育推進員活用事業 

（プログラミング教育研究推進校

致芳小）    (1,285千円) 

○高速無線 LAN整備（豊田小・北

中） 
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（２）たくましい心と体の育成 

重     点 主  な  施  策 

①  児童・生徒生活リズム改善事業をもとに、早寝・

早起き・朝ご飯等の生活リズムを大切にした、

たくましい心と体の育成に関する研究・改善を

市内全小・中学校で取り組んでいきます。 

○ながいアクティブキッズプロ

ジェクト事業   （379千円）     

○山形大学・ＰＴＡ連合組織等と

の連携による生活リズム・食育

等の改善への取組 

② 児童・生徒の体力・運動能力を適切に把握し、

体育科の授業改善を図り、各学校独自の体力作

りや遊び・部活動の工夫・充実等をとおして、

楽しみながらもめあてを持ってねばり強く運動

に取り組む活動を推進します。 

○体力・運動能力・運動習慣等調

査の分析と教科体育の充実 

〇オリ・パラ大会を意識したス

ポーツに関する興味関心の高揚 

及びタンザニア選手団との交流

会実施 

○各種体育大会の開催 

○(中)部活動振興事業 

(5,989千円) 

○小・中学校各種大会出場費補助

事業            (3,500千円) 

③ PTAや外部専門機関との連携のもと、メデイア（特

にスマートフォンや携帯電話・携帯ゲーム機等

を介した SNS など）との正しい付き合い方や使

い方を学ぶメディア教育を推進します。 

〇総合的な学習におけるメディア

リテラシーに関する授業の推進 

○学校保健委員会の開催 

○学校保健衛生管理事業(校医に

よる検診等)    (10,301千円) 

○道徳の教科化に合わせた道徳教

育計画の見直しと実施（中学校） 

 

 

（３）特別支援教育の充実 

重     点 主  な  施  策 

① 特別な支援を必要とする児童・生徒への支援体

制を充実させるため、特別支援教育コーディネー

ターのリーダーシップのもと、校内組織・支援

体制づくり及び研修等を推進します。 

○特別支援教育コーディネーター  

の専門性の向上 

○幼保小等連携専門員派遣事業

（2,238千円） 

○教育支援委員会の開催 

○就学時健診、各種検査の実施         

②  特別支援教育の専門家を招聘し、発達障がいに

関する理解、特別な支援が必要な児童生徒への

指導法を学ぶ研修会を開催し、教職員の特別支

援教育力の向上を図ります。 

○専門家によるスクリーニングの

実施と効果的指導の明確化 

特別支援教育バックアップ事業

（312千円） 

○特別支援教育研修会の実施 

③ 特別支援教育充実のため、各学校の実態に応じ

て市単独の学校教育支援員を配置するとともに、

日本語指導が必要な外国人や帰国子女に向けた

日本語指導の支援を推進していきます。 

○学校教育支援員配置事業 

(27,174千円) 

○日本語指導事業 (1,364千円) 
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（４）生徒指導の充実 

重     点 主  な  施  策 

① 児童・生徒が自主的に判断し積極的に日々の学

校生活を送ることができるよう、自尊感情や人

間関係形成能力の育成と、自己指導能力の醸成

を推進します。 

○長井の心推進事業  (890千円) 

○修学旅行販売体験支援事業 

(528千円) 

② 児童・生徒に対する心のアンケートや無記名で

の教育相談アンケート、保護者や地域の方々と

の懇談や情報交換を定期的に行うとともに、

hyper-ＱＵテスト※を実施し、いじめや不登校

等の未然防止に関する組織的な取り組みを推進

します。 

○長井市いじめ防止対策基本方針

に基づいた各学校の実践 

○いじめ発見調査アンケート・ハ

イパーＱ-Ｕテスト(年 2 回)の

実施      （2,170千円） 

○「いじめ・不登校対策担当者等

連絡会議」の開催 

③ 関係機関との情報交換やケース会議等による連

携を強化し、生徒指導上の諸問題発生時には、

児童・生徒の心情と実態に即した、相談・対応

が行える体制を整備・充実していきます。 

〇要保護対策連絡協議会・学校、

警察連絡協議会等との連携 

○子どもふれあいサポーター活用

事業(県事業) 

○スクールカウンセラー派遣事業              

(195千円) 

④ 不登校、不登校傾向の児童・生徒及び、養育面

で問題を抱える家庭への支援に向け、適応指導

教室「ほっとなるスクール」の開設、及び市単

独の教育相談員やスクールソーシャルワークコー

ディネーターによる、包括的な支援と教育相談

体制を充実していきます。 

○スクール・ソーシャル・ワーク

コーディネーター派遣事業 

○教育相談員の配置  (685千円) 

○不登校対策相談員の配置 

(1,320千円) 

※ hyper-ＱＵテスト 

不登校やいじめ防止等を目的に、よりよい学級づくりと友だちづくりのために行う心理

アンケートで、児童・生徒一人ひとりの学級集団での居心地や満足の度合いなどを客観的

な尺度で測るもの。 

 

 

（５）研修の充実 

重     点 主  な  施  策 

① 長井市学校教育研修所を中核として、学校研究

発表会・県が推進している探究型学習について

学ぶ研修・小学校英語教育推進校に学ぶ研修･特

別支援教育研修・幼保小や小中学校の連携推

進・情報（プログラミング）教育研修等の長井

市の教育課題解決をめざした各事業を推進しま

す。 

○教員の資質向上をめざす教育マ

イスター制度(県事業・長井小) 

〇探究型学習の研究推進校（長井

小・南中） 

○学校教育研修所の運営 

(810千円) 

○学校研究発表会の実施 

○「長井の心」育成推進事業研修

会   （推進校：長井南中） 

○特別支援教育研修会の実施 

○情報教育推進員活用事業 

（プログラミング教育研究推進校

致芳）      (718千円) 
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② 指導主事の派遣による授業研究会の実施や西置

賜地区現職教育協議会との連携を密にした授業

交流、教科及び生活科・総合的な学習・特別の

教科道徳･特別活動を含めた領域等の共通実践を

とおして、校内研究・研修の充実と授業力・指

導力と教職員としての専門性の向上に努めます。 

○教育研修補助事業   (80千円) 

○教科研修会の実施 

③ 平成３０年２月に策定された山形県教員「指標」

に照らして、教職員の資質向上を図るために効

果的・継続的な研修を実施します。また、教職

員としての綱紀保持・倫理観とモラルの向上を

推進し、「『師表』信頼される教師・学校をめざ

すチェックシート」「体罰等の根絶と再発防止に

向けた学校教育活動指針（ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）」等をも

とにした、組織的な研修を実施します。 

○教員としてのキャリアステージ

全体を見通した研修の実施 

○初任者研修、中堅教諭等資質向

上研修、中長期経験者研修等で

の指導 

○定期的なチェックシートによる

自己評価 

○校内倫理委員会の開催 

○校内研修の実施 

 

 

（６）地域との連携協力体制づくり 

重     点 主  な  施  策 

①  学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的な

推進をとおして、家庭や地域住民の声に耳を傾

け、充実した教育活動の成果をめざす、連携・

協力体制作りを推進・強化します。 

○コミュニティ・スクール推進体

制構築事業    (660千円) 

○学校運営協議会の開催 

○ＣＳコーディネーターの配置 

②  学校便りやホームページ等を通じて、家庭や地

域への情報発信を行うとともに、機能する学校

評価の取組を推進します。 

○学校便りの発行 

○ホームページの更新 

○児童生徒及び教職員、保護者、

外部評価による学校評価の実施 

③  地域の素材を取り入れた学習や、地域に貢献す

る取組を充実させるとともに、部活動(中学校）

に、地域人材を生かした外部コーチや部活動指

導員を取り入れ、生徒が地域の方々とふれあう

機会を多く取り入れた教育活動を推進します。 

○長井の心推進事業 

○地域学校協働本部事業 

(生涯学習推進費)  

○部活動指導員派遣事業 

         （672千円） 
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（７）食育と学校給食の充実 

重     点 主  な  施  策 

①  生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化

の継承、健康の保持増進を図り、自らの食

について考える習慣、様々な知識や食を選

択する判断力を楽しく身に付かせるよう食

育の推進に努めます。 

 

○栄養教諭を中核として、学校と連携

し、児童生徒に対する食育指導及び

保護者等への食育の啓発の推進 

○調理場から各学校に給食に係るお

知らせ、クイズなどの提供。 

○調理場だよりの発行  (306千円) 

②  米飯給食を中心として主食・副菜・主菜を

基本に、多様な食品をバランスよく組み合

わせた献立づくりや副食の充実に努めると

ともに、児童生徒の生活習慣病の予防や健

康増進を図ります。 

○米飯給食炊飯代経費負担金 

 (11,216千円) 

○学校給食費負担金 （ 4,592千円） 

○栄養管理ソフト保守料   (59千円) 

○アレルギー事故防止のための情報

提供 

③ 地域の特産物を知り、地元に愛着を持つ児

童・生徒の育成に努め、地産地消を推進し

ます。 

○生産者との連携を図りながら、地元

食材の積極的導入 

○まるごと長井給食負担金 

(803千円) 

○レインボー認証栽培米等供給経費

負担金        (646千円) 

○地産地消促進事業費補助金 

           （1,007千円） 

○米粉利用推進事業費補助金 

（22千円） 

○バイキング給食、セレクト給食等の

実施 

④ 学校給食衛生管理基準・大量調理施設衛生

管理マニュアルを遵守し、安全・安心な食

材の確保と給食提供に努め、給食を休止す

ることがないよう施設設備の維持管理に努

めます。 

 

○放射性物質検査の実施 (217千円) 

○各種衛生検査、害虫駆除等の実施。 

及び従事職員の衛生管理の徹底 

○調理等業務委託料 (55,787千円) 

○搬送業務委託料   (4,855千円) 

○搬送車借上料    (2,355千円) 

○施設設備修繕料    (700千円) 

⑤ 新調理場の整備にあたっては、HACCPの考

え方に基づき、安全で安心な給食提供でき

る施設を基本に、多彩な献立を調理できる

設備の導入や食物アレルギー対応など、こ

れまで以上にきめ細かな給食提供ができる

施設整備に取組みます。 

○調理場整備等事業 

 ・PFIアドバイザリー業務委託料 

          (14,254千円) 

 ・調理場設計モニタリング調査業務 

委託料       (4,615千円) 
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（８）学校関係施設の充実 

重     点 主  な  施  策 

①  教育環境の改善並びに学校教育の円滑・安全な

実施のために、以下の事業を行います。 

・長井小学校管理棟建設事業 

・小学校耐震補強等事業 

・学校施設管理事業 

○長井小管理棟建設工事 

（333,999 千円） 

・同 工事監理 （5,441 千円） 

 

【繰越予算】 

○長井小体育館天井改修工事 

 （25,437 千円） 

・同 工事監理     （389 千円） 

○長井小昇降機改修工事 

（37,439千円） 

② 備品の更新や老朽設備の修繕を行います。 ○(小)備品購入費  (2,943千円) 

 机・椅子、パイプ椅子、プール

マット等 

○(中)備品購入費  (1,560千円) 

 机・椅子、会議用机等 

○(小)修繕料       (787千円) 

 プール浄化装置修繕等 

○(中)修繕料      (1,557千円) 

 トイレブース修理、体育館照明

修繕等 

○(小)修繕等工事費 (157千円) 

 給湯器設置工事等 

○(中)修繕等工事費 (260千円) 

 小便器更新工事 
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３ 教職員・児童生徒数及び学級数 

(令和元年5月1日現在) 

（１）教職員数 

 

本  務  者 兼務者 非常

勤 

講師 

職  員 

校

長 

教

頭 

教

諭 

助教

諭 

養護 

教･助教 

栄養

教諭 

講

師 

教

諭 

助教

諭 

事

務 

栄養

士 

市

職 

その

他 

長 井 小 1 1 27 1 1 1 2   3 2  2 5  

致 芳 小 1 1 8  1  1    1  1 2 

西 根 小 1 1 8  1   1  1 1  1 1 

平 野 小 1 1 7  1  1   1 1 1 1 2 

豊 田 小 1 1 7  1  1    1  1 1 

伊佐沢小 1 1 5 1 1      1  1 1 

長井南中 1 1 24  1  1 1   2  2 3 

長井北中 1 1 21  1  1   1 2  1 2 

 

（２）児童生徒数 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

児童 

数 

学級 

数 

児童 

数 

学級 

数 

児童 

数 

学級 

数 

児童 

数 

学級 

数 

児童 

数 

学級 

数 

児童 

数 

学級 

数 

児童 

数 

普通 

学級 

特別 

支援 

長 井 小 97 3 101 4 100 3 99 3 100 5 110 4 607 20 2 

致 芳 小 24 2 18 1 21 1 23 1 31 1 32 2 149 6 2 

西 根 小 16 1 22 2 37 1 21 1 16 2 33 1 145 6 2 

平 野 小 21 1 30 2 34 1 19 1 23 1 20 1 147 6 1 

豊 田 小 25 1 27 1 26 1 22 1 25 1 18 2 143 6 1 

伊佐沢小 8 1 9 1 9 1 8  5 1 12 1 51 5 0 

合  計 191 9 207 11 227 8 192 7 200 11 225 11 1242 49 8 

 
生徒 

数 

学級 

数 

生徒 

数 

学級 

数 

生徒 

数 

学級 

数 

         

長井南中 124 6 115 5 134 5       373 12 4 

長井北中 75 3 104 7 101 4       280 11 3 

合  計 199 9 219 12 235 9       653 23 7 
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第２章 生涯学習の推進＝生涯学習をとおして人も地域も元気なまち 

 

１ 重点と施策 

（１）家庭・幼児教育の充実～家庭と地域の教育力向上～ 

重     点 主  な  施  策 
 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

 

③ 

学校教育サイドの幼・保・小連携や早期国語教育の

取り組みに併せ、まちづくり青少年育成市民会議、

PTA、コミュニティセンター、及び市の関係課等と連

携し、子育ち支援と家庭教育力、地域教育力の向上

に向けた施策を進めていきます。 

 

学習機会の提供  

 

家庭教育情報の提供 

 

実践運動の推進 

 

①学習機会の提供 

○家庭教育支援事業   (323千円) 

・子育ち講座の実施 

・幼児共育事業等の実施 

②家庭教育情報の提供 

○家庭教育に関する情報の提供 

 

③実践運動の推進 

○生活リズム改善運動等の推進 

 

（２）地域における子育ち環境の充実 ～地域と学校の連携～ 

重     点 主  な  施  策 

 

 

 

 

 

 

 
① 

 

② 

地域学校協働本部事業などをとおして、地域と学校

がパートナーとして相互に連携・協働する体制を強

化し、子どもたちの郷土愛の醸成、地域教育力の向

上を図ります。また、学童保育事業との連携の下、

土曜らんどや平日の放課後子ども教室を推進し、子

ども達の居場所をつくるとともに、子ども達の生き

る力を育みます。 

 

地域と学校の協働活動の充実 

 

地域の子ども会活動の推進 

 

①学校・家庭・地域の連携協働推進

事業 

○地域学校協働本部事業 

(10,413千円)  

○放課後子ども教室事業 

（土曜らんど事業） (3,008千円) 

 

②地域の子ども会活動 

○子ども会育成会連絡協議会事業 

補助金            (160千円) 

 

（３）青少年の健全育成 ～  次代を拓く青少年の育成～ 

重     点 主  な  施  策 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

 

青少年の健全な育成を目指し、まちづくり青少年育

成市民会議を中核として、青少年の生活習慣改善事

業や環境浄化運動、社会貢献活動への参加を推進し

ます。ＰＴＡ・地域団体と連携し、地域の将来を担

う子どもたちの育成を目的とする講演会事業に取り

組み、次代を担う青少年の育成に向けて、交流と学

習の場を拡大していきます。 

 

青少年健全育成活動の推進 

 

社会参加活動の推進 

①青少年健全育成活動の推進 

○青少年健全育成事業委託料 

             (425千円) 

○青少年育成推進員報酬(178千円) 

○長井市勤労青少年ホーム等 

指定管理料   (13,158千円) 

②社会参加活動の推進 

○長井市まちづくり少年議会 

○青少年ボランティアの推進 
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（４） コミュニティセンター及び自治公民館活動の充実 

 ～住民主体の地域づくりと生涯学習の推進～ 

重     点 主  な  施  策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

地域づくりの基本は、地域住民による住民主導型の

地域運営であることを踏まえ、地域づくり計画に基

づき、地域づくり事業に取り組むコミュニティセン

ターに対して地域づくり推進課等と連携して支援し

ます。平成 31年度は中央、伊佐沢、豊田の 3地区が

コミュニティセンターに移行し、市内全地区がコミュ

ニティセンターとしての活動を開始しました。これ

までに引き続き、社会教育・生涯学習事業について

引き続き支援を行います。自治公民館に対しては、

ハード・ソフト両面からの支援制度を継続していき

ます。 

 

コミュニティセンターにおける生涯学習事業の充実 

 

自治公民館への支援の充実 

 

①自治公民館への支援の充実 

○自治公民館活性化補助事業 

(799千円) 

○自治公民館施設整備補助事業費 

        (2,556千円) 

 

（５） 読書活動の推進 ～読書に親しむ環境づくり～ 

重     点 主  な  施  策 

 

 

 

 

 

① 

 

② 

 

③ 

指定管理者との連携のもとに、より良い読書環境を

提供すると共に、長井市子ども読書活動推進計画に

もとづき、読書活動の促進に向けた施策を展開して

いきます。 

 

子どもと家庭における読書活動の推進 

 

図書館機能の充実と読書環境の充実 

 

公共複合施設(多機能型図書館)建設に向けて 

 

 

①子どもと家庭における読書 

活動の推進 

○図書館指定管理料(32,646千円)  

 

 

②図書館機能の充実と読書環境 

の充実 

○図書館協議会委員報酬 

(72千円) 

○図書資料購入費  (3,791千円) 

○図書館情報システムアウトソー 

シング委託料    (1,125千円) 

○システム機器・ＡＥＤ借上げ料 

             (986千円) 
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（６） 芸術文化活動の振興  ～芸術文化に触れる豊かな生活～ 

重     点 主  な  施  策 
① 市民文化会館の機能の充実 

2019 年度(H31)から大規模改修工事を実施し、市民

の芸術文化活動の場を整備します。指定管理者にお

ける各種事業により、芸術文化事業の活性化を目指

します。 

 

①市民文化会館の機能の充実 

○文化会館運営審議会委員報酬 

(72千円) 

 

② 芸術文化活動への支援 

長井文化協会に対する芸術文化事業委託料や地域お

こし協力隊推進事業などをとおして、芸術文化活動

による地域活性化を目指します。 

 

②芸術文化活動への支援 

○芸術文化事業委託料 (1,400千円) 

○県美展長井巡回展開催事業委託料 

            (940千円) 

○地域おこし協力隊推進事業 

(3,882千円) 

○置賜文化フォーラム負担金 

                (173千円) 

 

 

（７） 文化財の保護活用と地域活性化  ～地域資源の保護と再発見～ 

重     点 主  な  施  策 
① 文化財の保存、伝承体制の構築 

埋蔵文化財については試掘調査、発掘調査等を実施

します。 

天然記念物保護事業として、国指定天然記念物「草

岡の大明神ザクラ」の樹勢回復保護にかかる打合せ

会を開催し、地元住民や有識者と樹勢保護にかかる

作業を実施します。また国指定天然記念物「伊佐沢

の久保ザクラ」についても引き続き樹勢保護に向け

た取り組みを実施していきます。 

 

長井市指定の文化財については、長井文化財保護協

会と連携し、保護活用を図ります。 

 

 

①文化財の保存、伝承体制の構築 

○市内遺跡発掘調査事業 

 (国庫補助事業：2,077千円) 

○文化財保護事業  

・伊佐沢の久保ザクラ樹勢回復・保

護事業             (335千円) 

・天然記念物保護・管理事業 

(300千円) 

・草岡の大明神ザクラ樹勢回復保護

事業 (2,161千円：国県補助 1/2) 

・長者屋敷遺跡環境整備業務委託料 

       （400千円） 

・白山森遺跡環境整備業務委託料 

       (100千円) 

・締切堤防環境整備業務委託料 

          (200千円) 

○長井文化財保護協会事業費補助 

事業        (400千円) 

② 文化財の保存・活用(文化的景観保護事業) 

文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がか

りで、その継承に取り組みます。平成 30年に国の重

要文化的景観の選定を受けた「最上川上流域におけ

る長井の町場景観」の整備計画の策定を目指します。

整備事業や補助制度の検討、地域住民対象のワーク

ショップ等を開催していきます。 

文教の杜においては、指定管理者による施設管理及

び各種事業の実施により、さらなる芸術文化事業活

性化を目指します。 

 

②文化財の活用 

○文化的景観保護事業 

(4,781千円：国県補助) 

○遺跡保護活用事業補助金 

(100千円) 

○古代の丘資料館の企画展開催事業 

  (202千円) 

○文教の杜指定管理料 

(22,278千円) 
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③ 長井市史刊行事業 

今年度は市史刊行の第二弾として、通史を 2 巻（近

世）(近代)、各論第 1巻(地理・自然、建築・都市・

環境、石造文化財)の刊行を目指します。引き続き各

種資料等の調査や整理、資料集の刊行、市民向け歴

史講座等の開催を行ないます。また、刊行した通史

第１巻の販売促進と、全巻刊行後の年表及び索引作

成等の検討を進めます。 

 

③長井市史刊行事業 

○市史編纂事業  (20,288千円) 

 

（８） 文教施設の整備・充実  ～利用しやすい施設を目指して～ 

重     点 主  な  施  策 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

 

④ 

 

各施設の緊急を要する修繕工事を実施します。 

また、文化会館については耐震・長寿命化・ユニバー

サルデザイン化を主軸とした大規模改修工事を実施

します 

 

図書館 

多機能型図書館と子育て世代支援センターが一体と

なった公共複合施設として整備検討を進めます。 

 

市民文化会館 

2020年夏頃の完成を目指します。 

 

文教の杜 

施設利用の拡大と指定管理者独自事業の展開を支援

します。 

 

その他(古代の丘資料館、勤労青少年ホーム) 

市民体育館については、策定する体育施設の長寿命

化計画の中で検討します。 

 

 

②文化会館関係 

・工事監理委託料(20,427千円) 

・大規模改修工事費 

(1,036,000千円) 

 

 

④勤労青少年ホーム  (16千円) 

・(消防用)天井スピーカー修繕 
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２ 各施設の運営計画 

 

長井市立図書館 運営計画 
 
１ 本館を取り巻く状況 

（１）図書館界の動向 

情報通信技術の急速な進歩や知識基盤社会への移行を踏まえて、文部科学省は、平成２４年１２

月に、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」を改正告示した。それを受けて日本図書館協会は

平成２６年１月に「望ましい基準」の普及を図るべく「望ましい基準」の活用の手引きを刊行した。 

これらの動向を踏まえて、近年の公共図書館では、資料の貸し出しや収集・保存に加えて、利用者

や市民、地域の抱える課題解決の支援や多様な学習機会の提供など、図書館機能の拡充と高度化が

進展している。 

 

（２）市行政の動向 

 平成３１年度からの「長井市第五次総合計画後期計画」、「長井市教育振興計画後期計画」がスター

トしました。平成２６年度には「長井市子どもの読書活動推進計画」がスタートし、市民の読書活

動の推進とともに、老朽化している図書館については、利用者の多様な学習機会を提供する多機能

型図書館と子育て世代活動支援センターの機能が連携した公共複合施設として新たに整備する計画

が進められております。両施設の機能融合を図り、幅広い世代間交流の場を創出するとともに、他

の拠点施設などと連携して、中心市街地のにぎわいづくりに寄与する役割が求められている。 

 

（３）本館の動向 

指定管理 第４期２年目となる。 

 

２ 基本的な運営方針 

（１）利用者に役立ち、ぬくもりと満足を感じる図書館 

◇利用者のニーズに応え、利用者の役に立つ図書館をめざす。 

◇サービスの向上に心がけ、ぬくもりと満足を感じてもらえるよう努力する。 

 

（２）子どもの読書活動を推進する図書館 

◇長井市子ども読書活動推進計画の取組と読書環境の充実を図る。 

 

（３）図書館職員の資質の向上に努める図書館 

◇図書館職員としての資質の向上に努め、資料等の利用拡大を図る。 

 

（４）公立図書館の望ましい基準をめざし、運営の質的向上に努める図書館 

◇行政機関や諸団体と連携し、質の高い図書館経営に努める。 

◇新図書館を併設する複合施設建設に積極的に関与する。 
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３ 事業計画 

（１）利用者に役立ち、ぬくもりと満足を感じる図書館 

 
 ① カウンター業務 

事 業 名 実施時期 内   容 対  象 

資料の貸出・返却及び

レファレンス等の日常

業務 

通年 

レファレンスに対する丁寧な対応と、迅速

な貸出・返却業務等を実施し、利用者の要

望に応え満足度を高める。 

利用者全般 

  

② 館内奉仕に関する業務 

事 業 名 実施時期 内   容 対  象 

読書推進イベント 通年 or随時 
読書活動を推進するため、継続イベントを改

善図り、新たな取り組みを企画する。 
利用者全般 

図書館まつり １０／６ 

市民のリサイクル本と保存期限の過ぎた資料

を提供するブックフェアやおはなし会など、

図書館ならではの催しを行い、図書館や本へ

の親しみや関心を高める。 

利用者、市民 

みんなでシネマ 
月１回平日 

午後 

許諾されている映画リストから作品を選定し

視聴覚室で放映する。 

利用者、市民 

 

オープンカフェ 4月～５月 
つつじ公園のオープンスペースにテーブルと

イスを設置し図書館の本を読んでもらう。 
利用者、市民 

 

③ 館外奉仕に関する業務  

  事 業 名 実施時期 内   容 対  象 

街なか図書館 通年 

小桜館に本棚を設置し、市民から寄贈・寄

付された本等を並べて閲覧・貸出を行う。

長井駅文庫は新庁舎建設に伴い閉館する。 

利用者、市民 

 

④ 広報・広聴に関する業務 

事 業 名 実施時期 内   容 対  象 

図書館情報の発信 随時 

図書館だより、ホームページやＳＮＳ、 

ポスターやチラシ、市報やマスコミなど多

様な手段により、図書館行事や新刊 図書の

紹介などの情報を利用者・市民に発信する

とともに、新図書館建築や進化する図書館

機能について具体的に広報する。 

利用者、市民 

特設コーナー 常設 

利用者や市民のニーズが多いと思われる

テーマ等について分類に依らない蔵書構成

によりコーナーを設置し利用しやすくする。 

利用者、市民 
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企画展示コーナー 通年リレー 

時々のトピックや図書館からアピールした

いテーマで特集を組むとともに、行政や市

民団体等との連携事業を企画する。 

利用者、市民 

 

1. （２）子どもの読書活動を推進する図書館                                                      

① 移動図書館の業務 

2. 事 業 名 3. 実施時期 4. 内    容 5. 対  象 

移動図書館の運行 ４～２月上旬 

小学校や幼保施設、高齢者施設等を巡回し、

交通手段がなく来館が困難な子どもたちや

大人に本を貸し出す。 

幼児・小学生 

一般 

  

② 館内奉仕に関する業務 

事 業 名 実施時期 内   容 対  象 

読書推進イベント 通年 or随時 

子どもたちの読書活動を推進するため、継

続イベントを改善図り、新たな取り組みを

企画する。 

幼児や小中学生 

高校生 

第５４回長井市読書

感想文コンクール 

９月から募集

開始 

市内の小・中・高校生、一般を対象に感想

文を募り、優秀な作品を表彰する。 

小・中・高校生 

一般 

一日図書館員 8月上旬 
小学生を対象に図書館の仕事を実際に体験

してもらう。 
小学校上学年児童 

おたのしみ会 １月１８日 
親子で楽しめるおはなしや紙芝居、人形劇

などを上演する。 
主に就学前の親子 

おはなし会 
毎月第４ 

土曜日 

幼児や児童の親子に絵本の読み聞かせ・紙

芝居・手遊びなどを行う。 
幼児、小学生 

おはなしと工作 8月上旬 
図書館の本を参考にしてリサイクル工作を

楽しんでもらう。 
幼児、小学生 

校外学習の受け入れ 随時 
主に授業や行事での学習や体験学習を受け

入れる。 

主に幼児や小・中

学生・高校生 

  

③ 館外奉仕に関する業務 

事 業 名 実施時期 内    容 対  象 

団体貸出 随時 
幼保施設や学校等へ図書をまとめて貸し出

す。 
幼保施設、学校等 

学校支援・授業支援 随時 

市内の学校に職員を派遣し、ブックトーク

や図書に関する奉仕作業や図書館経営に関

する助言などを行う。 

市内小・中学校 

ブックスタート 

毎月１回の３

か月健診受診

時 

親子に絵本を通してふれあいの大切さを知

らせるとともに、子育ての手助けとなる絵

本の案内や読み聞かせを行う。 

乳幼児、保護者 
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おすすめ絵本リストの

配布 
年 1回 

幼児から小学生までに薦めたい本を選定し

幼保施設や学校に配布する。 
幼保施設、小学校 

  

 ④ 広報・広聴に関する業務 

事 業 名 実施時期 内    容 対  象 

長井市子どもの読書

活動推進連絡会 
６月上旬 

子どもの読書活動推進の取り組みについて

学校と図書館が相互に理解を深め、連携を

強化して子どもの読書環境を充実する。 

市内各学校担当者 

 

（３）図書館職員の資質の向上に努める図書館 

研修・会議 実施時期 内    容 実施主体 

北日本図書館研究集

会 
未定 

全国の公共図書館の活動に関する研究を交

流・協議し研修する。 
北日本図書館連盟 

山形県図書館研究大

会 
未 定 

県内の図書館関係者が一堂に会し、図書館

の活動に関する研修や情報交換を行う。 

山形県図書館協会 

 

山形県図書館協会役

員会・総会 

５/３１ 

２/１４ 

県内の公共図書館長等が県図書館協会の予

算や事業計画、活動について協議するとと

もに、情報交換を行う。 

山形県図書館協会 

 

置賜地区図書館館長･

担当者会 
未 定 

置賜地区公共図書館の館長及び実務担当職

員が情報交換を行う。 

置賜地区公共図書

館連絡協議会 

置賜地区読書推進研

修会 
未 定 

地域の読書推進及びネットワーク整備に向

けて研修する。 

置賜教育事務所 

 

 

（４）公立図書館の望ましい基準をめざし、運営の質的向上に努める図書館 

    ○ 図書館協議会において、図書館運営の計画及び実績を説明し、広く市民の意見・要望を取

り入れて運営を改善・充実する。 

    ○ 公共複合施設・新図書館の基本構想や基本計画に基づいた設計に関わる資料や情報を提供

する。 
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市民文化会館 耐震等改修工事の概要 
 

 

１ 工事の基本方針 

  長井市民文化会館は、昭和４７年に開館し築４４年が経過しました。その機能は、文化芸術鑑

賞や市民の芸術活動の発信の場または交流の場として多岐に渡ります。 

  昨年度策定しました「長井市文化・社会教育施設長寿命化計画」に則り、耐震補強、施設の長

寿命化、ユニバーサルデザイン化を主軸とした改修を実施します。また、舞台設備を中心に新た

な利用者ニーズに応える改修を実施し、より多くの方に親しまれる文化会館を目指します。 

 

 

２ 改修仕様概要 

①耐震補強 

  ・耐震壁新設等によるコミュニティ棟の耐震補強化 

  ・ホール客席天井を現在の建築基準法にあわせて耐震性を確保した天井へ改修 

 ②長寿命化および省エネルギー化 

  ・外装 

   外壁、軒天、屋上、屋根(舞台上を除く)の改修。外部鉄骨階段の改修 

  ・内外建具の改修 

  ・断熱性向上 

   外壁断熱材ふきつけ、複層ガラスの採用 

  ・客席座席の更新 

   客席を幅 45㎝から 52㎝の椅子に交換。(座席数 1,016席→832席へ減) 

   舞台全面 3列は移動式客席とし、車イス利用者へ柔軟に対応できるように改修 

  ・内装改修 

  ・電気、空調等の老朽化した機械設備の更新 

  ・照明器具をＬＥＤ化 

 ③ユニバーサルデザイン化 

  ・15人乗りエレベータを建物正面に設置 

  ・各所にスロープを設置 

  ・トイレ内段差解消および和式便器を洋式便器化 

  ・バリアフリー法に対応した手すり・誘導ブロックの設置 

  ・子育て世代の利用促進 

   授乳に対応したベビールームの設置 

各トイレ内にベビーシート、ベビーチェアの設置 

 ④舞台設備更新 

  ・老朽化した舞台機構・諸幕・照明・音響設備の更新、改修 

 ⑤アスベスト含有財の除去、封じ込め 

 

３ 予定工事期間 

  令和元年 7月着工‐令和 2年夏完成予定(工事期間 12～14ヶ月) 
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文教の杜ながい 運営計画 
 

Ⅰ 事業計画 

 １ 長沼孝三彫塑館 

展示企画 

4月 2日（火） ～  6月 9日（日） 

◎所蔵品展 第一期テーマ「春の彫塑」 

○展示ケース「長沼孝三のクロッキー」 

    6月 11日（火） ～  9月 23日（月・祝） 

   ◎所蔵品展 第二期テーマ「スタイル」 

○展示ケース「郷土玩具と長沼孝三作品（仮）」 

    9月 25日（水） ～ 12月 28日（土） 

   ◎所蔵品展 第三期テーマ「目に見えない形の探求」 

○展示ケース「子年年賀状展」 

 

２ 丸大扇屋 

  ◎常設展 「丸大扇屋の歴史と舟運」 

   11月 26日（火） ～ 12月 28日（土） 

   〇企画展（年４回） 

4月  2日（火）～ 6月 2日（日） 「追悼 菊地隆知 木版画家のあしあと」 

6月  4日（火）～ 7月 28日（日） 「丸大に残された漆の器展」 

     7月 30日（火）～ 9月 29日（日） 「菅原白龍を訪ねて」 

※途中作品入れ替え。7月 30日～8月 25日、8月 27日～9月 29日。 

     10月  1日（火）～ 11月 24日（日） 「荒川孝 銅板レリーフ作品展」 

   〇商工観光課 

6月 21日（金）、22日（土）、23日（日） 「あやめ大華展」 

 

３ 小桜館 

   〇企画 「手づくり作品展（仮）」小桜館を会場に市民の作品を集めた展示会 

  〇講座・ワークショップ 手作りで楽しさを体験できるもの 

 

４ 共催事業 

○丸大華展 市内の華道会による、それぞれの特徴を出した華展 

・小原流（5月 11、12日） 

・草月流（6月 1、2日） 

・池坊たちばな会（7月 6、7日） 

・古流松應会（8月もしくは 10月を予定） 

○語り部「長井小町の会」第 14回発表会 

   ○東北文化の日（10、11月予定）参加事業 

    ［彫塑館特別料金（東北文化の日 入館無料）など］ 

 

 ５ 講座・ワークショップ 

   〇長沼孝三彫塑館定期ワークショップ 

    「長沼孝三彫塑館クロッキー会」 

     講師を招き、長沼孝三作品をクロッキーする会。絵を描く技術を高めるとともに、作品をじっ

くりと鑑賞する力を養う企画。 

     【日程】春、夏、秋（展示替えに合わせ、計 3回程度） 

     【講師】松崎綾子氏、村上滋郎氏など 
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○展示に合わせたワークショップ 

 漆の器展開催中に漆に関するものや、荒川孝展時にレリーフ制作など。 

○彫刻に関するワークショップ 

 粘土造形など。 

○伝統文化に触れるワークショップ 

 草鞋作りなど。 

 

６ 補助金、助成金制度活用事業 

   ○地域生涯学習活性化支援事業助成金、置賜文化フォーラム共催負担金など 

 

 ７ その他 

   〇新座敷活用事業 

    限定的な飲食が可能となった新座敷を使っての事業。 

    （市内の菓子店協力の下、旬の菓子を楽しむ会など） 

 

Ⅱ 業務計画 

 １ 会議等 

     5月上旬    業務及び会計監査 

     5月中旬     理事会 

     6月中～下旬  評議員会 

    10月中～下旬   理事会 

     3月中～下旬   理事会 

  

２ 開館予定 

    長沼孝三彫塑館・丸大扇屋･･････4月 2日～12月 28日 

    小桜館･･････4月 2日～3月 31日 

 

３ 施設保全 

・業者による防災設備の点検（年 2回） 

・11月に防災教育（その年最後の壬辰 12/21に火入れ式）、冬期間母屋囲炉裏で燻蒸 

・１月 文化財防火デー前後に、小桜館と合同の防災訓練 

（関連施設、近隣の方、地元消防団の協力） 

   ・防災マニュアルの作成 

   ・災害時対応マニュアルの作成（主に地震を想定） 

    ＊長井市対応の修理等 

   ・雪害及び風雨の害に関する修繕 

 

４ 資料の整理及び活用 

・美術資料 ・歴史教育資料 ・広報ネガ ・丸大扇屋資料 ・寄付資料 

     特に美術資料の番号付け 

・デジタル台帳の再確認 

写真データの追加、台帳とデータの整合など 

・冬期休館を利用した資料整理 

 ・資料を開封しての調査 

 ・過去データとの整合 

   ・収蔵状態のチェック 

・次年度の展示計画及び調査、資料収集 

    ※主に、広く場所を使うことや短期間で集中して行うことが必要な業務。 

   ・寄付希望品の対応（状態確認、調査、台帳作成など） 
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５ 広報 

  ・広報物（チラシ、ポスター、パンフレットなど）の作成と配布 

  ・文教の杜ホームページの活用 

   ・観光ポータルサイト（地場産センター運営）への協力 

  ・広報ながいの活用 

  ・やまがたアルカディア観光局への提案（例：長沼孝三彫塑館じっくり見学ツアー） 

   ・長井及び、近隣の道の駅へ情報提供 

 

６ 案内・展示計画の見直し 

 ・古くなった掲示物（民具、使われている木材の説明など）の取り換え 

 

７ その他 

・長井市教育委員会との懇話会（月 1回程度開催） 

・スペースが空いた、みそ蔵・つなぎの間（新蔵と新座敷の間）の活用を検討 

・故竹田市太郎氏の研究資料などの活用方法検討。 
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中央コミュニティセンター・勤労青少年ホーム 運営計画 
 

◇中央コミュニティセンター 

 

１ 基本方針 

長井市第五次総合計画に掲げられている「みんなで創る しあわせに暮らせるまち長井」とそ

れに基づく長井市教育振興計画で掲げられている生涯学習の施策目標「生涯学習をとおして人

も地域も元気なまち」の具現化のために、「未来を担う子どもたちの育成」「健康・体力増進の

ための環境づくり」「文化財の保護活用と地域活性化」「生きがい輝く生涯学習の推進と地域づ

くり」に努めるとともに、「長井の心」を育む活動を一層推進する。 

 

２ 今年度の主な課題 

（１）コミュニティセンター化１年目にあたり、地域住民に対して、「組織運営」「地域づくり計画」

等の理解・普及に努める。 

（２）これまでの４領域の公民館事業について、コミセンに移行しても継続して実施できるか否か

を検討し、生涯学習事業と地づくり事業の均衡を検討しながら事業を進めていく。 

（３）「笑顔で応対 誠意で行動」スローガンの励行や「ご意見箱」の活用を図り、利用者の目線

に沿って利用しやすい施設運営に努める。 

（４）老朽化に伴う施設設備や備品の不具合について、優先順位をつけて計画的に改善してもらえるよ

う要請を続けていく。 

（５）勤労青少年ホームの登録サークル数が減少傾向にあり、ＵＲ会等と話し合い、その改善に向

けての検討を具体的に進めていきたい。 

 

３ 重点施策 

（１）「地域振興」事業について 

 １）ねらい 

   地域資源を活用した多様な交流を通して、更なる活性化を目指そう。 

 ２）具体的な取り組みの視点 

   ①観光振興  ②商店街の振興  ③地域内活動への参画  ④祭礼を活かした地域振興 

 

（２）「安全安心」事業について 

 １）ねらい 

   みんなの力を合わせ、さらに安全安心なまちをつくろう。 

 ２）具体的な取り組みの視点 

   ①交通安全・道路環境  ②河川・水路の整備・美化  ③災害・緊急時対応   

④防火・防犯対策    ⑤公園・広場の整備 

 

（３）「健康福祉」事業について 

 １）ねらい 

   みんなで支え合い、笑顔でいきいき暮らせるまちをつくろう。 

 ２）具体的な取り組みの視点 

   ①健康づくりと食育   ②高齢者・障がい者との交流・支援   ③子どもの地域活動 

   ④乳幼児の子育て環境  ⑤地域の担い手 
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（４）「教育文化」事業について 

 １）ねらい 

   よき伝統を継承・発展させ、心豊かな充実した生活を送ろう。 

 ２）具体的な取り組みの視点 

   ①生涯学習の振興   ②伝統文化の継承   ③地域ぐるみの子育て 

 

 

◇勤労青少年ホーム 

 

１ 基本方針 

  勤労青少年福祉法の趣旨に則り、勤労青少年の福祉の増進を図ることを目的に、勤労青少年の

仲間づくり、余暇活動の施設として運営していくとともに、市民全体のための教育・文化・スポー

ツ・健康増進活動の拠点施設として機能するよう運営に努める。 

 

２ 今年度の主な課題 

（１）勤労青少年ホーム活動とコミセン活動との連携によるスポーツ・文化・生涯学習の推進 

（２）勤労青少年ホームを含む各施設の一体的な管理運営 

（３）勤労青少年ホームの登録サークル数減少の改善 

 

３ 重点施策 

（１）施設の安全・安心の維持管理の実施 

（２）勤労青少年等のニーズに合った教養講座の開設  

（３）勤労青少年のサークル活動並びにＵＲ会への指導と支援・協力 

（４）勤労青少年ホームの登録サークル数の減少に対する対応策の検討 

（５）勤労青少年ホームの活動を広く理解してもらうための情報提供の工夫 

 

４ 主な事業について 

（１）利用者会（ＵＲ会）活動への指導と支援・協力 

  ○三大事業 

   ① 全国勤労青少年の日活動（７月第２土曜日） 

     ・ボランティア活動＆ビアパーティー 

   ② 交流センターふらりまつりへの参加 

   ③ 勤労青少年ホームＵＲ会「新春の集い」の開催 

  ○サークル活動（５サークル） 

     ・バドミントン 卓球  茶道  手話  軟式テニス 

 

（２）教養講座の開催 

  ① 米粉で作ろうイタリアン 

  ② 初めてのトライ ストレッチバレエ 

  ③ フラワーアレンジメント 

  ④ ガーデニング入門 

  ⑤ ヨガ入門講座 
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  ⑥ アロマテラピー入門 

  ⑦ お茶のお稽古 茶道入門 

  ⑧ 旬を美味しく一品料理 

  ⑨ 太極拳入門 

 

（３）親和会との連携 

 

（４）ホームページや広報誌『あやめ』、写真の掲示等による活動状況ＰＲと利用情報の提供 

 
◇事業計画 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

運営協議会 
運営協議会専門部会 
定例館内会議 等 

随時 

コミュニティセンターの事業
運営について､住民主導の運営
を推進することにより､地域の
独創性を大切にした社会教育､
生涯学習の充実発展を図る｡ 

コミュニティセ
ンター運営協議
会 

運営協議会委
員、専門部員、 
館長、職員 

教
養
講
座 

米粉で作ろうイタ
リアン 

５回講座 

余暇を利用しながら、学習活動
を行う。また、講座を通して仲
間づくりと親睦を図る。 

青少年ホーム 
勤労青少年・一
般 

ストレッチバレエ ５回講座 

茶道入門 ４回講座 

旬を美味しく一品
料理 

５回講座 

アロマテラピー ５回講座 

ガーデニング教室 ５回講座 

ヨガ入門教室 ５回講座 

フラワーアレンジ
メント教室 

５回講座 

太極拳入門 ５回講座 

学
習
ひ
ろ
ば
事
業 
 

大人のそば打ち入門 年２回継続 

余暇を利用しながら、学習活動
を行う。 

中央コミセン 

市民一般 

星空教室 年２回 

デジカメ教室 年２回継続 

和紙ちぎり絵教室 第1・3木曜 

趣味やスポーツを通して、仲間
づくりと親睦を図る｡自主サー
クルとして活動を行なう。 

各自主教室 

ヨガ教室 第1・3木曜 

さしこ教室 第1・3金曜 

ボタニカルアート
教室 

第３日曜日 

和紙人形教室 月３回 

婦人卓球教室 毎週木曜日 

バドミントン教室 日・水曜日 

バウンドテニス教室 日・木曜日 
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事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

共育セミナー 
なかよしくらぶ 

５月～３月 
主に木曜日 

集団での自然体験や遊びを通
して生活習慣や社会性､しつけ
､友達とのルール等を学びなが
ら仲間づくりを行う｡また子育
て中のストレスや不安を抱え
る親同士の交流の場を提供す
る｡ 

中央コミセン 
 
子育て支援サ
ポートくらぶ 
 

１歳１０カ月以
上の子と保護者 

お茶の間交信関連事業 

①お茶の間交信の発行（年５～６回） 
乳幼児を持つ親を対象に､子育ての悩み
や家庭教育等の問題について「お茶の間
交信」の紙面上での情報交換､学習活動
を行う｡ 

②お茶の間交信のあゆみ冊子作成 
    １年間に発行した物を１冊にまとめ、

新入園児に配布すると共に事業のＰＲ
を図る。 

③お茶の間交信「パパとあそぼう♪」３回 
父親の育児協力のあり方や子育てを楽し
むノウハウを楽しく学びながら交流を図
る。 

④お茶の間交信４０年のあゆみ冊子作成 

① 
中央コミセン 
お茶の間交信編
集委員会 
 
②④ 
中央コミセン 
お茶の間交信編
集委員会 
 
③ 
中央コミセン 
イクメン講座企
画委員会 

乳幼児を持つ保
護者 

やんちゃ 
放課後ひろば 

月１回 

放課後を利用し、小学生に社会
体験の場を提供しながら、異学
年交流を促し、リーダーを育成
する。 

中央コミセン 
共催：「育みネッ
ト長井」推進協
議会 

長井小学校生 

夏休み やんちゃ 
「学びと楽しみひろば」 

７月２９日 
 ～３１日 

夏休みにコミセンを開放し､専
門の先生による学習、創作活動
を行う｡ 

退職公務員連盟 
中央コミセン等 

市内小学３年生

以上 

やんちゃスノーハイキン
グ 

２月９日 

スノーハイキング体験の中で、
冬芽や動物の足跡を観察しな
がら、大自然との触れ合いを体
験・体感をさせる。 

中央コミセン 市内の小学生 

親子チャレンジ教室 
畑の楽耕 

５月～ 
１１月 

自然体験や生活体験の場が少
なくなってきたと言われる子
ども達に､親子のふれあいや語
り合いを通しながら気軽に参
加できる体験活動の場を提供
する｡ 
 

中央コミセン 小学生と保護者 親と子の季節の体験事業 
①カブト虫を育てる教室 
②ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾘｽﾏｽｹｰｷ作り 
③お正月飾り作り教室 
④そば打ち体験教室 

 
７月 
１２月 
１２月２２日 
２月 

子育て支援事業  
季節の遊びや体験を楽しみ、

親子、保護者間の交流の場を

提供する。 

中央コミセン 乳幼児と保護者 
 

夏まつり交流会 ８月 ８日 

冬まつり交流会 １月２６日 

コミセンだより発行 
６、９、11、３
月（年４回） 

コミセン事業、生涯学習、地域
づくり情報の提供等 

中央コミセン 

市民一般 

コミセンだよりお知らせ
版発行 

毎月1日 

コミセン行事カレンダー
発行 

年２回 

でんごんばん設置 随時 
施設内に掲示板を設置し情報
提供。 

インターネットサイト更
新 

随時 
メディアを活用し情報提供を
図る。 

コミセン情報コーナーの
掲載 

毎月１５日 市報を活用して情報提供する。 中央コミセン 

-64-



 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

ふらり学講座 年３回 
身近な生活上の課題をテーマ
とした講座の開催。 

中央コミセン 市民一般 

交流センターふらり 
関係団体役員研修会 

１月１１日 

コミセン、青少年ホームに事務
局を置く団体の役員が一堂に
集い､団体相互の連携や地域づ
くりについて情報交換を図る｡ 

運営協議会 
中央コミセン 
青少年ホーム 

各種団体 

いきいき交流フェスタ １０月１３日 
地区民がスポ・レクに親しみ､
健康・体力の保持増進､融和親
睦を図る｡ 

大会実行委員会 
中央コミセン 

中央地区民 

いきいき健康教室 ２月～３月 
健康、体力増進の場を提供す
る。 

中央コミセン 市民一般 

交流センターふらりまつ
り 

１０月２６日 
～２７日 

施設の利用団体が一堂に会し､
活動成果発表とふれあいの場
を提供する。 

実行委員会 市民一般 

史跡案内表示板の管理 通年 
表示板点検、新設、更新、補修
等。 

中央コミセン 
中央史談会 

 

ふると史跡めぐり 年１回 中央地区内の史跡めぐり 中央コミセン  

子
ど
も
会
育
成
協
議
会 

中央地区子ども会
リーダー研修会 

７月１３日 

研修会を通し､協調性､自主性
を学ぶとともに子ども会リー
ダーとしての資質の向上を図
る｡ 子ども会育成協

議会・中央コミ
セン 

子ども会の小中学
生の正副会長、育
成会関係者 

中央地区子ども会
エンジョイレク大会 

１１月２日 
球技大会を通して､健康な心
身の育成と子ども会員相互の
連携と親睦を図る｡ 単位子ども会 

６０周年記念事業 １１月 記念誌発行、祝う会等 

青少年ホームボランティ
ア活動＆ビアパーティ 

７月１３日 
全国勤労青少年の日にボラン
ティアと交流会を開催 

青少年ホーム 利用者会員 
青少年ホーム新春のつど
い 

１月 利用者会会員の親睦 

自
公
連
協
議
会 

中央地区自治公民
館長研修会 

９月下旬 
生涯学習活動の振興を図るた
め、分館の果たす役割について
学ぶ。 中央地区自治公

民館連絡協議会 

分館長 
分館関係者 中央地区自治公民

館関係者宿泊研修
会 

１１月中旬 

中央地区自治公民
館 (地区 )対抗バ
レーボール大会 

３月 ６日 
バレーボールを通して、健康体
力づくりと地域相互の親睦と
仲間作りを図る｡ 

中央地区民 

青
壮
年
連
絡
協
議
会 

環境保全事業 随時 
水と緑と花の長井を誇る自然
環境保全運動の推進を図る｡ 

青壮年連絡協議会 中央地区全域 

中央青壮年親善
パークゴルフ大会 

７月８日 
スポーツを通して､健康体力
の増進と親睦を図る。またまち
づくりに寄与する｡ 中央青壮年ソフト

ボール大会 
８月１９日 

中央青壮年新春麻
雀大会 

１月２０日 
新春を祝い、会員相互の親睦を
図る。 

-65-



 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

支援団体、育成団体 通年 
諸団体の活動が地域活性化に
結びつくよう、育成・支援する。 

◇各種団体 
・中央地区自治公民館連絡協議会 
・中央地区子ども会育成協議会 
・中央青壮年連絡協議会 
・中央史談会 
・子育て支援サポートくらぶ 
・わとわ会（長井橋の植栽ほか） 
・長井さしこの会 
 
◇勤労青少年ﾎｰﾑ利用者会(UR会) 
◇勤労青少年ﾎｰﾑ登録サークル   

長井クラブ（卓球）   
  HAPPYSWING（バドミントン） 

茶道クラブ   
陽だまり（手話） 

  軟式テニス部 
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致芳コミュニティセンター 運営計画 
    

 

 １．基本方針 
   長井市民憲章及び生涯教育の振興目標に基づき、地域住民の目指す「和と活力のまち致芳」を推

進するために、生涯学習・文化振興・体育の振興等の活動を行うと共に、教育振興計画に掲げる

「地域づくりと社会教育の推進」を担う拠点として活動する。また、「地域づくり計画書」に基づ

き、地域づくり事業と連携した活動を展開する。 

 

 ２．今年度の主な課題 
① 「地域づくり計画」の活動推進拠点として地域住民への理解普及や組織固めに努める。 

② コミュニティセンター運営協議会と地域づくり計画推進委員会の連携を図りながら各団体・組

織と協力して地域づくり事業を展開していく。 

 

 ３．重点施策 
① 地域交流事業について 

・ 東西交流を目的とした各種事業の展開や地域住民が気軽に集える機会と場の創出。 

・ 地域住民同士や地域住民とコミュニティセンターが常に情報交換できる「憩いの場」とし

て開放する「地域交流サロン」を活用した各種講座等の企画。 

・ パソコンやホームページ等を利用し関係機関を中心として、各分野からの情報収集や情報

発信を行い、多くの交流をはかる。 

 

② 教育文化事業について 

・ 地域と教育機関の連携を図り、子ども達の環境づくりの推進に努める。 

・ 地域文化の振興を図るため、各団体・組織と連携しながら文化の継承伝達に努める。 

・ 生きがいづくりの拠点として活発な事業の展開をし、地域住民が元気でイキイキ活動でき

るように努める。 

 

③ 環境整備事業について 

・ 地域全体で安心安全な防災・防犯体制の構築に努める。 

・ 地域の豊かな自然と触れ合うことでたくましい体と豊かな心の育成を図る。また、その環

境を維持するための活動にも努める。 

 

④ 健康福祉事業について 

・ 高齢化社会に伴い高齢者の活躍の場の創出。 

・ 生活弱者や障害者、認知症の方々を地域で支え合うためにも地域コミュニティーの形成を

進める。 

・ 各年代に応じた軽スポーツ教室の充実を図り、健康・体力増進に努める。 

・ 多くの地区民が参加し、世代間の交流と親睦を図りながら、各スポーツ大会が継続して開

催できるよう内容の充実に努める。 

 

⑤ 産業振興事業について 

・ 新たな致芳の魅力をつくるため、地元企業や商店との連携を図り、致芳らしさの創出に努

める。 

 

⑥ その他 

・ 「にわが座」の活動を通じ、人と文化の交流を一層深めながら、人材の育成に努める。 

・ スポーツ振興会や文化振興会さらに自公連や子育連等既存の組織と連携し、より効率的・

付加価値のある事業を進める。 

・ 致芳小学校、長井北中学校との連携をより一層強化する。 
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４．事業計画 
分
類 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

会 
議 

運営協議会 
役員会 
専門部会 

随時 
各種事業の企画実施につい
て自主運営に向けた事業の
推進。 

致芳コミュニテ
ィセンター運営
協議会 

運営協議
会委員 

各種関連団体 随時 各事業の企画、立案、実施 

ふるさとづくり
促進協・スポー
ツ振興会・文化
振興会・各種団
体など 

各種団
体・個人 

各種事業実行委員
会 

年4回 
企画立案内容の検討と自主
的活動の振興を図る。 

致芳コミュニティセ
ンター運営協議会 

各事業実
行委員 

自治公民館長・主
事合同会議 

年2回 

各地域活動の拠点は、自治
公民館（分館）であり、そ
の役割の重要性を認識し、
相互連携を深めながら自主
的活動の振興を図る。 

致芳地区自治公
民館連絡協議
会・致芳コミュ
ニティセンター 

自治館
長・主事 

定例館内会議 週1回 
事業の日程調整、細部の打ち
合わせ。 

致芳コミュニティセ
ンター 

館長・職
員・管理
人 

 
 
 
 
 
 
 

 
地 
域 
交 
流 
事 
業 

夏まつり大会 
（渡し船体験） 

夏まつり大会 
8月17日（土） 
 
渡し船乗船体験 
8月25日（日） 

ふるさとの夏まつりとして
の年中行事を大切にし、地
区民の心のふれあいと明る
い豊かで活力ある地域づく
りの実践。また、地域文
化・歴史をさかのぼり体験
することによって地域づく
りや文化振興等に対する意
識の高揚を図る。 

自治公民館連絡

協議会・致芳コ

ミュニティセン

ター・実行委員

会 

地区民一
般 

次世代若者リーダ
ー育成（ちほう
snowフェスタ
2020） 

2月16日（日） 

地域づくりに対する若者の
関心を深めることと、リー
ダーとして活躍できる人材
の育成をはかる。スポーツ
レクリェーション活動を通
した仲間づくり。世代間を
超えて交流を深めながら、
スポーツレクリェーション
活動を通じた仲間づくり。 

致芳コミュニテ
ィセンター・致
芳地区スポーツ
振興会・致芳地
区子ども会連絡
協議会 

子ども～
一般 

コミセンだよりの
発行 

年3回 
コミニュティセンター活動
や地区内外の情報提供。 

致芳コミュニテ
ィセンター 

地区内全
戸・その
他関係施
設 

 
 
 
 
 
教 
育 
文 
化 
事 
業 
 
 
 

青少年教室 
 

6月か7月 
(リーダー研修会) 
2月16日（日） 
(ちほうsnowフェスタ
2020) 
・料理実習 
・工作教室 
・わくわく体験教室 

自然とのふれあいを身体で
学び仲間づくりとたくまし
い心身の育成。 
地域づくりへの積極的な参
加と青年として果たすべき
役割を探り、仲間づくりの
意識の高揚。 

致芳地区子ども
会連絡協議会・
致芳コミュニテ
ィセンター 

小中学生 

成人教室 年3回 

地域内における問題点や果た
すべき役割を認識し、未来へ
向けた地域づくりの参加。 
 

致芳コミュニテ
ィセンター 

成人 
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分
類 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
教 
育 
文 
化 
事 
業 
 
 
 
 
 
 
 

長井の心事業 
・ウォークラリー
大会 
・横笛教室 
・リーダー研修会 

・少年少女五十川

獅子踊り 

 
 
6月8日（土） 
 
4月～3月 
6月か7月 

7月～11月 

伝統文化の継承や生きる力

を育みながら青少年の健全

育成をはかる。 

子ども会育成

会・致芳地区文

化振興会・獅子

踊り保存会・小

学校・致芳コミ

ュニティセンタ

ー 

地区民 

一般 

 
文化の伝達継承・
普及 
創作活動の奨励 
 

随時 

民族芸能の育成と歴史的記

録の保存豊かで美しい歴史

的伝統のもとに育まれた生

活を基盤とした総合文化祭

をイベントとした潤いと充

実さを求める住民の文化活

動の創造と普及。 

芸能文化活動を通した文化
クラブの育成と心の醸成。 

致芳地区文化振
興会 

地区民 

一般 

総合文化祭 
11月1日（金） 

～3日（日） 

地区民の創造的生活文化活

動を推進し、その成果を発

表する場の提供。 

致芳地区文化振

興会・自治公民

館絡協議会・致

芳コミュティセ

ンター・実行委

員会 

地区民 

一般 

にわが座公演・ 

育成事業 

11月9日（金） 

～10日（日） 

地区民で構成されたスタッ

フ・キャストによる演劇公

演を実施することにより、

人と文化の交流を一層深め

る。関東致芳会での公演を

予定。 

致芳コミュニテ
ィセンター・に
わが座 

地区民 

一般 

第45回明日の致芳
を語る会 

2月2日（日） 

明るく住みよい地域づくり
を目指し、地区民お互いが
語り合い理解し合う気運の
高揚。 

致芳地区ふるさ

とづくり促進協

議会・絡協議

会・致芳コミュ

ニティセンタ

ー・実行委員会 

地区民 
一般 

環 
境 
整 
備 
事 
業 

安全安心な地域づ
くり事業 
（自主防災研修
会） 

10月27日（日） 

「もしも」の事態を想定し
た、各地区の自主防災組織
や消防団などが連携した実
践形式の研修会。 
長井市総合防災訓練とのタ
イアップを検討。 

致芳コミュニテ

ィセンター 

地区民 
一般 

 
 

 
 
健 
康 
福 
祉 
事 
業 
 
 
 
 
 

 

致芳シニアスクー
ル 

年7回 
人とのふれあいの中で生きる
喜びを探り、健康の増進と社
会参加の高揚。 

致芳コミュニテ
ィセンター 

高齢者 

第41回地区運動会 10月13日（日） 

体育レクリェーションを通
じ体力増進はもとより、地
区民総参加による世代間の
親睦と生涯スポーツの推進
と仲間づくり。 

致芳地区自治公
民館連絡協議
会・致芳コミュ
ニティセンタ
ー・致芳地区ス
ポーツ振興会 

地区民 
一般 

 
 
第39回青壮年集団 
対抗ソフトボール
大会 
 
 

6月9日（日） 

自然とのふれあいを身体で
学び仲間づくりとたくまし
い心身の育成。 
地域づくりへの積極的な参
加と青年として果たすべき
役割を探り、仲間づくりの
意識の高揚。 

致芳地区スポー
ツ振興会・致芳
コミュニティセ
ンター 

青壮年 
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分
類 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

 
健 
康 
福 
祉 
事 
業 
 

第41回 
バレーボール大会 

3月1日（日） 

致芳地区スポー
ツ振興会・致芳
コミュニティセ
ンター 

地区民 
一般 

軽スポーツ教室 随時 
生活に密着した生涯スポー
ツの推進と仲間づくり。 

致芳地区スポー
ツ振興会・致芳
コミュニティセ
ンター 

地区民 
一般 

一日八里 
（ひしてはぢり） 

4月29日（月） 
10月19日（土） 

自然や町並みと触れ合いな
がら、世代や職種を超えて
交流を深めながら学習する 

実行委員会・致
芳地区スポーツ
振興会・致芳コ
ミュニティセン
ター 

小学生～ 
一般 

 
産 
業 
振 
興 
事 
業 

地元商店・企業と
の連携事業 

夏まつり大会 
（抽選会の開催） 
8月17日（土） 
 
シニアスクールなど 
（工場見学） 未定 

地区内の商店や企業の逸品
を知る機会の場づくり。 

致芳コミュニテ
ィセンター・実
行委員会 

地区民 
一般 
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地域育成部会

地域活性分野

テーマ　様々な人とつながり、賑わいのある地域をつくろう

施策・・・地域行事見直事業

柱・・・行事内容の変更等を積極的に検討しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○隣組の柔軟な協力体制づくり

西根の団体・組織でできる事

○子ども会育成会合同行事

施策・・・交流活性化事業

柱・・・青年層や女性層の参加で、地区外の人と積極的に交流しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○青年層、女性層についての情報収集

○親戚、友人を招待しての交流

○地区外のママ会や青年層同士の交流

西根の団体・組織でできる事

○西根の観光資源PR、観光ボランティアの組織化

○地元、周辺団体の活用による魅力あるイベントづくり

市、県等への要請

○地区外からの定住促進

施策・・・新しい絆づくり事業

柱・・・新しいかたちの交流の場や機会をつくろう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○趣味を通した仲間づくり

西根の団体・組織でできる事

○高齢者団体の交流の場設置

施策・・・情報の最適化事業

柱・・・重要な情報のみまとめて配信出来る仕組みをつくろう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○メール、ラインによる情報交換

 西根コミュニティセンター運営計画

○ぼくらの文楽等での子育てブース、子ども参加イベント実施による地域内外の参加者との交流

基本目標

豊かな自然　明るい未来　みんなでつくる住みよい郷土
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教育分野

テーマ　学習の充実を図り、誇れる、魅力ある地域をつくろう

施策・・・3者連携事業

柱・・・地域と児セ･学校と家庭が連携し子ども達を育てよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○教育座談会等への参加

○子育ての3者協働の推進

西根の団体・組織でできる事

○教育座談会等の継続、教育連合会の充実

○子育ての3者協働の推進

施策・・・地域学習事業

柱・・・地域の誇れる物事を知ろう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○文化財や歴史文化、動植物を整理しまとめたDVDの紹介や普及イベントへの参加

西根の団体・組織でできる事

○文化財や歴史文化、動植物を整理しまとめたDVDの紹介と普及

施策・・・生涯学習事業

柱・・・集まり、学び、運動し、遊べる場を作ろう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○勉強会や映像鑑賞への参加

○地区公民館や自治公民館の積極的利用

西根の団体・組織でできる事

○市民西根体育館建て直しの住民運動の推進

○各年齢対象に、ニーズに応じた生涯学習勉強会（ニューメディア等）を開催する

○自治公民館等の施設の個人的利用の推進

市、県等への要請

○市民西根体育館建て直し

施策・・・交流学習事業

柱・・・異種交流を図り、地域や自己の誇りを再発見しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○交流会・学習会・講座等への参加

○地域活動（社会活動）への積極的参加

西根の団体・組織でできる事

○地域外の青少年との交流

○リーダー育成講座や学習会の開設

○外国文化との交流

市、県等への要請

○交流先の紹介、協力、助成
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産業部会

産業分野

テーマ　地域資源を活かした産業の創出で、元気ある地域をつくろう

施策・・・農業活性化事業

柱・・・新しい組織で農業を活性化しよう

取り組み計画

西根の団体・組織でできる事

○食育の取り組みによる農業への動機づけ

○農業振興団体の設立とそれによる事業

施策・・・西山整備活用事業

柱・・・西山を宝の山に変えよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○林道の整備事業への参加

西根の団体・組織でできる事

○山麓道に接続する既存の作業林道の整備

市、県等への要請

○市管理林道の適切な整備

施策・・・自然エネルギー利活用事業

柱・・・地域内エネルギーを利活用しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○菜の花油の積極的利用と廃食油の回収事業への参加

施策・・・地域の商工業をささえ育てる事業

柱・・・西根の魅力からブランドをつくろう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○地元商店の利用促進

○情報の提供

西根の団体・組織でできる事

○縄文市場の様な産直の立ち上げ、運営、ネット配信

施策・・・西根おもてなし事業

柱・・・西根の名所で観光客をおもてなししよう

取り組み計画

西根の団体・組織でできる事

○コミセンＨＰ強化と観光ポータルサイトの開設並びに観光PRの強化

○アクセス道路及び駐車場の整備計画の作成

○西根パノラマラインの設置（景観を阻害している樹木の伐採）

○古代の丘周辺の拡充強化や、勧進代三吉公園等の再編整備

○総合観光開発計画と、統一された各案内板設置計画の作成

市、県等への要請

○観光PRの強化支援

○アクセス道路駐車場整備

○既存施設の再編整備と拡充の支援
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厚生部会

厚生分野

テーマ　健やかに暮らせる地域をつくろう

施策・・・ささえあい事業

柱・・・高齢者への関心を高め、ささえあい活動に取り組もう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○あいさつや一声運動に取り組み、親しい人間関係を築く

○ミニデイや老人クラブ等の集りの場への参加・協力

○もしもの時の連絡先が分かる様にしておく

西根の団体・組織でできる事

○ささえあい事業（社協）の周知、活用並びに新規集会事業の実施

○ミニデイや老人クラブ等の場の充実

○地区が民生委員と連携し隣組の寄り合いで困りごとを把握し各機関と連携

市、県等への要請

○ささえあい事業の活用、福祉座談会の活用

○ミニデイや老人クラブ事業運営支援

○困りごと相談窓口との連携、各支援制度等の普及

施策・・・ふくしの地域交流事業

柱・・・みんなが参加できる地域交流の場を広げよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○館報や社協の情報を取り入れるように意識する

○障がい、ひきこもりを理解する研修会等への参加

西根の団体・組織でできる事

○文化祭に福祉コーナーを設置（出展依頼や福祉教室など）

○障がい者が参加しやすいスポーツ教室の開催

市、県等への要請

○障がいと福祉施設・団体を知る機会をつくる

○まとまるといいことある座談会や障がい者、ひきこもりに関わる研修会

施策・・・子育て応援事業

柱・・・地域も子育てを応援しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○父親や家族、地域住民の育児参加

○地域活動（社会活動）への積極的参加

西根の団体・組織でできる事

○子どもの遊び場の周知や確保（冬場の体育館開放）

○若者のサークルの立ち上げ、高校生ボランティアの活動支援

市、県等への要請

○子育てサークル支援　　　　　ささえあい事業の活用

○ボランティア組織支援
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施策・・・健康力アップ事業

柱・・・健康に関心を持ち、毎日できる健康管理や健康づくりに取り組もう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○健康診断の受診、定期的な健康管理(栄養・運動等）に努める

○スポーツ教室等に家族や友達を誘って積極的に参加する

○運動の習慣をつける

○受動喫煙防止や禁煙を心がける

西根の団体・組織でできる事

○健康診断の受診勧奨や食生活講習会、食育教室の実施

○中高年、若者の魅力ある健康づくりやスポーツ教室の開催、健康体操の推進

○コミセンや自治公民館の禁煙（分煙）化の促進

市、県等への要請

○健康に関する意識啓蒙のための教室支援

○モデル地区を作り、大学や関係機関と連携した健康づくり事業の開催

○受動喫煙防止対策・喫煙防止健康教室

環境部会

環境分野

テーマ　安心・安全に暮らせる環境を整え、地域で助けあおう

施策・・・安心事業

柱・・・歩道の安全かつ有効な整備を進めよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○街灯が少なく暗い場所の情報提供

○見守り隊への参加

○通学路の現状把握と情報提供

西根の団体・組織でできる事

○街灯が少なく暗い場所の把握と整備の検討・要望

○見守り隊の育成と充実

市、県等への要請

○街灯の再配置・増設の要請

施策・・・安全事業

柱・・・冬も安全に生活しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○危険箇所の見まわり

西根の団体・組織でできる事

○危険箇所の把握と対策

市、県等への要請

○危険箇所の見直し要請
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施策・・・防災意識向上事業

柱・・・自主防災組織の活動を継続しよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○防災訓練への参加と体験

○防災用品を準備

西根の団体・組織でできる事

○高齢者、障がい者等の把握と災害時の対策

○防災用品の周知と斡旋並びに訓練の企画と実施

○地区全体の防災団体の組織化

市、県等への要請

○災害時要援護者支援制度と命のバトンの普及強化

○防災訓練への指導者の派遣要請

施策・・・水環境保全事業

柱・・・水の大切さを学び続けよう

取り組み計画

私たちでできる事（個人、隣組などの少人数で）

○家庭の下水道・合併浄化槽整備

○化学物質が水環境に及ぼす影響等の勉強会への参加

西根の団体・組織でできる事

○下水道の普及と合併浄化槽の推進

○化学物質が水環境に及ぼす影響等の勉強会や情報提供

○河川等の維持管理の推進

市、県等への要請

○勉強会への講師の派遣要請
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平野コミュニティセンター 運営計画 

 

１．基本方針   

  コミュ二ティセンターが生涯学習や地域づくり等地域活動の拠点として施設管      

理と運営を担ってきましたが、住民の健康と安全安心の確保や少子高齢化による人

口減少等取り巻く環境が大きく変化し、将来にわたる地域づくりへの取り組みと地

域活性化が必要になっています。 

地域づくり事業や地域の課題等への一層の対応と充実が求められており、策定さ

れた平野地区「地域づくり計画」を基に、推進活動拠点としての機能を担うコミュ

ニティセンター体制を確立し、豊かな地域資源の中で従来の生涯教育に加え地域振

興や安全・安心の確保及び健康福祉等の事業活動を展開し地域の活性化と地域力の

向上を目指します。 

 

２．今年度の重点目標 

1. コミュニティ運営協議会が地域活動の活性化をはかり「地域の絆」をより強固

に押し進めます。 

2. 地域づくりの将来像を地区住民の共通ビジョンとして、『みんなで 一緒にして

みんべ！』を合言葉に各事業の連携や調整をはかり、地区民が一体となった事

業活動を実施します。 

3. 各事業活動を通した地域住民の参画と参加者の拡大をはかり「人と人のつなが

りと交流」を堅持します。 

   

３．重点施策 

  ①地域交流活動の推進 

・地域資源を活かした人づくりとまちづくりを推進します。 

・地区内諸情報の提供と地域コミュニティ活動として、情報誌の年６回発行の 

  ほか、コミュニティニュースを随時発行して広報活動の充実に努めます。 

・地域の産業 PR を進め、異業種間の交流に努めます。 

・長井ダムが立地する水源地域として、水源を守り自然の恵みに感謝する集い 

  等を開催し、地区民の親睦交流を図り地域活性化に努めます。 

・コミュ二ティセンターに気軽に立ち寄れる雰囲気と環境づくりに努めます。 

 

②安全・安心事業の推進 

・人と自然に優しく安全で安心して暮らせるふるさとづくりを推進します。 

・地域の安全・安心を推進するための広報や啓蒙活動に取り組みます。 

  ・災害時の非難する場所として確保します。 

  ・講習会や研修会を通して知識や意識の向上を図ります。 

 

③健康福祉事業の推進  

・支えあい健康でいきいき暮らせる平野を目指し推進します。 

・健康で元気な人々が社会参加を促進し、軽スポーツ等で健康年齢を引き上げ 

  る取組を行います。 

・健康づくりに関する各種研修会や講習会を開催し情報の提供や各種制度等の 

  周知を図り、健康の増進に取り組みます。 
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 ・地元農産物を使った地元食文化の伝承を推進します。 

 

④生涯スポーツ活動の推進 

・住民ひとり 1 スポーツを楽しむ元気な取組みを推進します。 

 ・各スポーツ大会は地区民および世代間相互の交流と親睦を図り、健康づくり等 

    に大きく寄与していることを踏まえ、地区対抗スポーツ大会やふれあい運動会 

    を継続開催し内容の充実に取り組みます。 

 ・地区民の各年代層が生涯にわたってスポーツやレクリェーションに親しめるよ 

    う、市総合型地域スポーツクラブと連携して、スポーツ教室の開催とニュー 

    スポーツの普及に努めます。 

 

⑤生涯教育活動の推進 

・子供から高齢者層まで各サークルや団体の学習機会や活動内容の充実と、世間 

  交流など体験学習活動の支援に努めます。 

  ・関係団体や組織と連携を深め、地域の文化史跡の学習と文化の伝承活動に努め 

    ます。 

・地区民の芸術や文化活動の交流及び学習成果の発表機会の提供等、広く地区民 

  に発表する場として、文化祭の充実と公民館ギャラリーの活用を図ります。 

  ・長井の心を育む事業として、地域の自然、環境、文化に触れ、学びを通して郷 

  土を愛し誇りに思う心の醸成に努めます。 
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事業計画

コミュニティセンターだより発行 A4サイズ4ページ全カラー　　年６回発行

HP、FB運用、地域マップ

6/23（日） 水と緑の感謝祭（三大事業） 事務局会・実行委員会・水と緑の感謝祭

11/1（金）
～3（日）

文化祭・文化講演会（三大事
業）

事務局会・実行委員会・文化祭準備会・文化
祭アトラクション・文化講演会

1/5（日） 新春地区民のつどい 実行委員会・新春地区民のつどい

春の道路をきれいにする運動案内全戸配布

早朝クリーン作戦

公民館、市民平野体育館駐車場周辺除草剤散布

花いっぱい運動コンクール審査会

花いっぱい運動コンクール表彰

空缶ポイ捨て禁止啓蒙看板の地区内設置と
啓蒙チラシ配布

秋の道路をきれいにする運動案内全戸配布

アルミ缶の回収運動

安心安全推進事業

年一回地区内の危険個所を踏査し行政へ改善
を要望する年一回防災や救急救命の講習会を
開催する地区内危険個所マップを年一回全戸
配布する

空缶ポイ捨て禁止啓蒙 地区の環境保全啓発運動

リサイクル運動推進

月2回ストレッチ教室の開催

年2～3回の調理実習を行う

野川学級
６月開級式と交通安全教室
９月一泊研修
３月閉級式と輪投げ大会

福祉研修・座談会開催

花笠ダンベル体操

ペタンク・輪投げ大会

6/10（日） ビーチバレー・ソフトボール大会 運営委員会・実行委員会・大会

10/13（日） 運動会（三大事業） 事務局会・準備会・実行委員会・大会

9/1（日） バレーボール大会 運営会議・実行委員会及び監督会・大会

1/27（日） 卓球大会 運営会議・実行委員会及び監督会・大会

ニュースポーツ体験

年一回子ども会育成会連絡協議会と共催で行う「平野！
金大五種？チャレンジ」と称し親子の参加を促す　上位
入賞者にはオリンピック同様にメダルを授与し親子行事
として思い出深いものにする

なでしこサッカー教室

ふるさと少年教室

６月　開級式と体験学習及び食文化教室
８月　体験学習、食文化教室
10月　少年自然の家宿泊体験学習、食文化教室

12月　体験学習、食文化教室
2月　閉級式と高齢者とのふれあい食文化教室

長井の心を育む事業
6月　長井おどり練習会（２回）
7月　長井おどりパレード
12月　門松づくり

花木展 さつき展・花木展

伝統文化継承事業

KYT講習会

すもう大会

門松づくり教室

締切堤防復元事業

体育振興部

生涯学習部

健康福祉部

すまいる健康教室

広報部

地域交流部

地域安全部

環境推進ふるさと事業

専門部名 日付 指定管理自主事業名 関連事業 事業内容
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　　　　　　　　　て、地域の人たちと共に地域づくり計画に基づき、地域づくり活動

　　　　　　　　　の拠点を目指す。（活動の母体となる各組織の連携が重要であり、

　　　　　　　　　地域諸団体等との交流提携を深めていく。）

　　　　　　　　も希薄になっている。

　　　　　　　○３１年度からのコミセン化移行に伴い、地域づくり計画に基づき、生涯

　　　　　　　　学習・社会教育のみならず、防災関連事業・福祉事業にも積極的に取り

　　　　　　　　組んでいく。

　　　 ２．現状と課題
　　　　　　　●少子・高齢化が進み、地域行事・コミュニティセンター事業への参加者

　　　　　　　　が減ってきている。特に、青年層の参加者が少ない。

　　　　　　　●生活意識や価値観の多様化に伴い、連帯感、協調性に欠け、世代間の絆

　　　　　　　　・念佛踊りの保存、後継者育成等

　　　　　　（４）既存事業（コミュニティセンター事業）の見直し

　　　　　　　　　と活気あふれる地域づくりを進める。

　　　　　　　　　的に推進し、心のふれあいを深め、互いに知恵を出し、福祉の向上

　　　　　　　　　発な地域づくり』を実現するために、世代間の各種交流事業を積極

　　　　　　（１）第５次長井市総合計画の重点戦略である『元気なひとづくり』『活

　　　　　　（２）『地域づくりと社会教育の推進』を担うコミュニティセンターとし

伊佐沢コミュニティセンター運営計画

　　　 １．基本方針

　　　　　　充実した人生を送れるよう生涯学習を推進する。

　　　　　　り、住民各自が社会情勢の変化に対応し得るよう、また、各世代に即応し

　　　　　　長井市民憲章の具現を基本とし、地域の特性を踏まえた地域活性化をはか

　　　 ３．重点施策
　　　　　　（１）地域づくり計画策定の推進（各部会の活動推進）

　　　　　　（２）『三大事業』（盆踊り・運動会・文化祭）の見直しと継続

　　　　　　（３）地域の伝統文化の継承

　　　　　　　　・伊佐沢の郷土誌編纂、年表の作成など（合併後から）
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事　業　名 主　　旨 対象・内容 期日・会場 事　業　主　体

運 営 協 議 会
センター事業運営全般に
ついて協議し、事業の充
実を図る。

運営協議会委員
会　議

随　時
コミュニティセン

ター

伊佐沢コミュニティセ
ンター運営協議会

事 業 部 会
事業実施に伴い、専門部
会を実施し、事業の運営
について検討する。

部　員
部　会

随　時
コミュニティセン

ター
部　会

各 種 事 業
三 大 事 業

三大事業、各種事業運営
について協議し事業の充
実を図る。

各種事業実行委員会議
随　時

コミュニティセン
ター

各種事業実行委員会

少 年 教 室

自然に親しみながら、豊
かな心を養い、失われつ
つある身近なものを再認
識し、仲間づくりを進め
る。

小学3～6年生
田植え、稲刈り、もちの会

昔の遊びと団子下げ等

5月～1月（6回）
コミュニティセンター

実施田他

コミセン
教育文化交流部

春 風 学 級

心身ともに健康で学習機
会や地域活動に参加し、
仲間づくりと生きがいづ
くりをはかる。

高　齢　者
交通安全教室、各スポー

ツ大会、研修交流

6月～3月
コミュニティセン

ター他

コミセン
教育文化交流部

伊佐沢沢地区老人クラ
ブ

生涯学習関連講座・
教 室

地区住民の要望に応える
為、必要に応じて講座や
教室を開催する。

伊佐沢地区民
各種教室・講座

5月～3月
コミセン

教育文化交流部

伊佐沢念佛踊り支援
事 業

伝統芸能の継承及び保存
育成と後継者育成支援。

地区内外
夜桜公園の支援

4月21日（P3～）
久保桜隣接地
グラウンド

念佛踊り保存会
コミセン

少年少女念佛踊り
育 成 事 業

伝統芸能の継承及び保存
育成と後継者育成。

地　区　民
小学4・5・6年

随　時
体育館グラウンド

伊佐沢小学校
コミセン

文 化 祭
地域住民一人ひとりの創
意と工夫による作品の展
示。

地　区　民
展示・発表

11月3日
コミュニティセン

ター

三大事業実行委員
会

昔の手仕事を学ぶ

わら仕事やしめ縄づくり
など、昔の手仕事を後世
に伝えるよう、地域の
方々から話を聞き、伝統
を学ぶ。

伊佐沢地区民
教室・講座

通　年
伊佐沢地区内

コミセン
教育文化交流部

文化財・歴史調査
伊佐沢の歴史や文化を後
世に残す為、調査を行い
冊子にまとめる。

伊佐沢地区民
調査･会議

通　年
コミセン

教育文化交流部

体 育 祭

住民の交流を目的とし、
世代間の親睦をはかり健
康体力づくりをすすめ
る。

地区民
地区対抗

9月8日 運営協議会

スポーツフェス
テ ィ バ ル

子供から高齢者まで、誰
でも参加でき、簡単にで
きるスポーツを体験し、
交流を深める。

地　区　民
オープン参加の大会

10月6日 運営協議会

盆 踊 り 大 会

地域文化の伝承と住民交
流や世代交流をはかり楽
しく体力づくりを進め
る。

地区民
盆踊り大会

8月11日
コミュニティ駐車

場
運営協議会

沖 縄 交 流 事 業

沖縄と山形の異文化交流
をすることにより、地域
を見直し、視野を広める
とともに地域活性化をは
かる。

小、中、高校生
交流、ホームステイ

2年に1回のため、
実施は2021年。

コミセン
教育文化交流部会

実行委員会

長井踊り大パレード
参 加

新しくなった長井踊りを
覚えパレードに参加し、
仲間づくりを進める。

伊佐沢地区民
練習、参加

7月6日 教育文化交流部会

生
涯
学
習
事
業

文
化
振
興
事
業

地
域
交
流
事
業

教
育
文
化
交
流
部
会

事　業　計　画

会
　
　
議
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世代間交流麻雀大会
世代間の交流を深めるこ
とを目的に開催する。

伊佐沢地区民
大 会

2月 教育文化交流部

健康づくり料理教室
日頃の食生活を見直し、
生活習慣の改善を図りま
す。

地区民
料理教室

随　時
健康福祉部会・食
改・老人クラブ

介護予防講習会

介護について知ることか
らはじめ、要介護になら
ないように、元気なうち
から予防に努めます。

地区民
講習会

随　時
コミセン・老人ク
ラブ・ミニデイ

生きがいづくり教室
地区内での活動を推進す
る。

地区民
各種講座・教室

随　時 コミセン・自公連

軽 運 動 教 室

軽運動による体力維持を
行い、日常的に運動する
ことを心がけ健康づくり
に努めます。

地区民
教 室

随　時 コミセン

家 庭 教 育 学 級

親子の触れ合いをとおし
て父母間相互の親睦をは
かり仲間づくりと家庭教
育に関する学習を行う。

乳幼児・小中学生を持
つ父母対象
研修・講習

6月～2月
コミュニティセン

ター他

伊佐沢小・中学校ＰＴ

Ａ　伊佐沢児童セン
ター

教育文化交流部

子育て世代交流事業

地域でかかわる子育て支
援事業を充実させ、地域
とのつながりを深くす
る。

乳幼児、小中学生を持
つ父母対象

交流・駄菓子屋

随　時
コミュニティセン

ター

コミセン・若妻
会・母親クラブ

環境の美化・保全
活 動

花いっぱい運動や、親
切、あいさつ運動をすす
めながら、環境美化意識
の高揚と住み良い地域づ
くりを進める。

地区民
実践活動

地区一斉ボランティア

4月8日・7月8日
伊佐沢地区内

コミセン・地域振
興会・地区長会・

自公連

クリーンアップ作戦

地区唯一の河川である
『逆川』のクリーン作戦
を行い、環境美化を進め
る。

地区民
実践活動

地区一斉ボランティア

6月23日
伊佐沢地区内

コミセン・地域振
興会・地区長会

自 主 防 災 組 織

伊佐沢地区全体の組織
（連絡協議会等）の体制
を構築し、災害に備え
る。

地区民
会 議

随　時
コミセン・生活環
境部会・地区長

会・消防団

防 災 関 連
防災ラジオの全戸設置推
進や防災水槽の管理点検
の実施。

地区民
調 査

随　時
コミセン･生活環境

部会

コミセンだより発行
情報の提供とコミセン事
業の周知。

地区民
広　報

年4回（6月・9月・
12月・3月）

各部会

将 来 を 語 る 会

地域づくり計画の実現に
向け、どのような地域づ
くりをしていくか、各層
の意見を求める。

地区民
意見の交換

1月（第3日曜日）
コミュニティ施設

運営協議会

久保ザクラ写真展と
コ ミ セ ン カ フ ェ

桜の里として、一年を通
して観光客が来るように
取り組みます。

地区民・観光客
4月

コミセン
コミセン・地域振

興部

６次産業化推進
伊佐沢の豊富な果物や野
菜を活かした６次産業化
の推進。

地区民
随　時
地区内

コミセン・地域振
興部

空 き 家 対 策

空き家の把握を行い、
Ｉ・Ｕターン農業体験、
移住などに対応できるよ
う整備していく。

地区民
随　時
地区内

地区長・コミセン

耕 作 放 棄 対 策
景観維持対策として、農
地の有効利用を図る。

地区民
随　時
地区内

コミセン

地
域
づ
く
り
事
業

景
観
対
策

地
域
振
興
部
会

子
育
て
事
業

健
康
福
祉
部
会

環
境
美
化

防
災

生
活
環
境
部
会

地
域
交
流
事
業

教
育
文
化
交
流
部
会

健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
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豊田コミュニティセンター 運営計画 
      

１． 現状と課題の認識 

① 諸活動の人的資源面で、年金交付の延長や社会経済の低調による生活余裕の

低下により、活動人数が少なくなっている。その為意図的に地域おこしの為

の人材育成に力を入れなければならない。 

② 地域住民の趣味・特技等による生活充実を目指す生涯学習の充実と共に、地

域おこし人材の育成を地域の課題と考え使用者の意見や要望を反映させるな

どの、使用者本位の運営に努める。 

③ 地域コミュニティの拠点区分としてだけではなく、高齢者福祉や防犯防災の

拠点として期待されていることを自覚して、施設の整備や維持管理に努める

ことが求めれられている。 

 

２． 基本方針 

① 「ふれあい」を発展させ「支え合う」地域づくりを目指した事業を推進する。 

② 活発な地域づくりの中核として活躍する元気な人づくりを目指す。 

③ 活発な地域づくりのために、策定した「豊田地域づくり計画」の着実な実行を

図る。 

④ 地域興しの具体策づくりのため、地域の実態把握を行い、課題を明確にし、そ

れを実行する人材の掘り起こし並びに育成を行う。また、コミセン事業並びに

地区行事推進過程での人材発掘につとめ、自主自立のコミセン運営を目指す。 

⑤ 気軽に立ち寄れる開放的な管理運営と環境整備を行う。 

 

３． 今年度の主な課題 

① 長井市第５次総合計画に沿い、豊田らしさを生かした「地域づくり計画書」

に沿った実践と検証。 

② 指定管理方式５期目、指定管理方式の良さ（活動の自主性の拡大）を生かし

た運営並びに事業の発展。 

③ 運営費を創意工夫して有効に活用し、活動をより活発にする。 

④ 地域の各組織とのより一層の連携 

⑤ 「館報」の充実（内容・読みやすい紙面の工夫、カラー化、文章の工夫） 

⑥ 土曜らんど・Wednesdayクラブ（放課後子ども教室）の協力者のより一層の

拡大 

⑦ 高齢者並びに女性・若者とのコミュニケーションと活動の場の設定並びに世

代間交流の実践活動の充実。 

⑧ 卓球大会の充実 

  

４．重点施策 

 （１）三大事業及び各専門部活動の活発な取り組み 

 （２）各学級並びにサークル活動へ支援 

    ・いきいき学級→スポーツ愛好者への支援（健康長寿用具の活用並場の提供） 

     ・食文化の伝統の継承と掘り起こしを進める。 

     ・HMクラブ(ホームメーキング)への支援 
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     ・豊田レクリェーションクラブへの支援 

             

  （３）「土曜らんど」事業と「とよだ Wednesday クラブ」事業の拡大発展(事業

内容の拡大と協力者の拡大) 

 （４）共催事業の推進 

    ・水辺のわらしっ子広場（土曜らんどとの関わりをを強める） 

☆ 春の白川かわあそび 

☆ 夏の白川サマーキャンプ 

☆ 世代交流フェスティバル 

☆ 冬の白川雪遊び 

・ 分館連絡協議会 

・ 子ども会育成連絡協議会 

・ チームとよだ 

・ 更生保護女性会 

・ 食生活改善推進協議会 

  （５）「豊田地区を語る会」の充実発展 

       ☆「ふれあい」「支え合い」を中核とし、地域づくりのための具体的活動

を目指して。 

  （６）卓球大会を地区内愛好者との連携を強めながら、参加者の増加を図る。 

  （７）観光セミナー等の実施とフットパスウォーク事業の実施 

  （８）高齢者のみの世帯や障がい者など（災害弱者）の支援 

  （９）災害対策 

 （１０）児童・生徒、青少年安全確保・健全育成 

 
事業計画 

事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

運営協議会 
運営委員会 
企画推進委員会 

随 時 

長井方式事業運営を踏まえ、
各事業の計画実施にあたりそ
の充実を図る 
 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
運営委員会委員 
各推進班 

各部会並びに 
各事業実行委員
会 

随 時 

自主的運営推進の為に、企
画・運営内容を検討し、また
事後の反省を持つ。 
 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
各専門部 
 

各専門部員
各実行委員 

月例館内会議 
各週館内会議 

月始・ 
週始 

各月行事の計画と調整当該週
内行事・事業等の確認。 
 

豊田コミュニティセンター運営協議会 コミセン職員 

ＨＭクラブ 
（ホームメイキングクラブ） 

4月～3月 
色々な研修を深める中で豊かな
生活力を身につける。 

クラブ会員 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

一 般 

いきいき学級 
5月～ 

11月 

健康で生きがいのある人生を送
るために、相互間の交流を深め
ゆとりある生活を得ることに努
める。 
 

学級生 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

高齢者 

豊田レクリェー
ションクラブ 

毎月第２ 
水曜日と 
毎週木曜
日 

色々なレクリェーションをとお
し、仲間づくり、リーダーの育
成を図る。また、健康な体をつ
くる。 
 

クラブ会員 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

一 般 
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事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

リーダー育成事
業 

4月～3月 

地域役員の高齢化や活動を支え
る担い手が減少していることか
ら、次代の地域活動の指導的役
割を担う人材を育成する。 

豊田コミュニティセンター運営協議会 一 般 

第53回 
ふるさとづくり 
夏まつり 

8月 
踊りを通して地域住民相互の
親睦と融和を図り、ふるさと
づくりに資する。 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
夏まつり実行委員会 

豊田地区民 

会報「とよだ」
発行 

4月～3月 

地区公民館並びに関係団体の
活動状況・案内・情報提供を
し、 
地区内への関心度を高める。 
 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
総務推進班 

豊田地区全
域 

第45回 
豊田地区を語る
会 

１月 

心豊かで住みよい地域づくりを目
指して地域の人々が集い合い、課
題や希望を語り、その解決や実現
に努める。 
 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
専門部推進班 

豊田地区民 

リーダー研修会 6月 地域内の主要団体役員の役割に
ついて理解し、各所属団体の育
成に努める。 

豊田地区子ども会育成会連絡協議会  
豊田コミュニティセンター運営協議会 

子育連 

地域づくり研修
会 

10月 
豊田地区分館連絡協議会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

分館連 

ふれあいの広場 11月 

一人暮らしの高齢者と集い、情
報の交換を通して触れ合いを深
める 
 
 

更生保護女性会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

独居高齢者 

地域づくり事業 4月～ 

長井市総合計画の重点戦略であ
る「元気な人づくり」「活発な
地域づくり」を基本とし、豊田
地区の独自の地域づくり計画書
を作成し、それに基づき勉強
会、独自事業を展開していく。 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
 

豊田地区民 

第45回 
ふるさとづくり 
文化祭 

11月 
 

地域住民の創意工夫による作
品発表の場を提供し、より一
層文化活動に対する意欲の高
揚を図る。 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
文化祭実行委員会 

豊田地区民 

白川河川敷グラ
ウンド整備とそ
の他の地域づく
り 

6月 
7月 
9月 

豊田ふるさと振興会との連携
を密にしながら地域づくり事
業を推進する。 
 

豊田地区長会連合会 
水辺のわらしっ子広場 

豊田地区分館連絡協議会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

各委員 

第17回 
ドッジボール 
大会 

7月 

「ひとり１スポーツ」いろん
なスポーツを通して、健康づ
くり体力づくりを図りながら
相互の連帯と親睦を深める。 

豊田地区子ども会育成会連絡協議会  
豊田コミュニティセンター運営協議会 

小学生 

第35回 
ソフトボール 
大会 

6月 
豊田地区分館連絡協議会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

一 般 

第45回 
バレーボール 
大会 

7月 
豊田地区分館連絡協議会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

一 般 
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事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

第43回 
ふるさとづくり 
大運動会 

9月 
地区民が一堂に会し、健康・
体力づくりに努めるとともに
親睦融和を図る。 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
運動会実行委員会 

豊田地区民 

第39回 
 卓球大会 

2月 
体力づくりを図りながら相互
間の交流と親睦を深める。 

卓球大会実行委員会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

豊田地区民 

少年少女獅子踊
り 

随 時 

豊田地区における文化活動の
振興に努めるとともに、文化
財の保存や継承のための事業
をすすめる。 

豊田小学校 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

小学生高学
年 

食文化事業 
春秋冬 
 

それぞれの季節の食材をつか
った地元に伝わる料理を作
り、みんなで食の文化を伝承
していく。 

食生活改善推進協議会 

更生保護女性会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

豊田地区民 

世代交流 
フェスティバル 

10月 

子ども達と高齢者が集い合っ
て共にひとつの活動を行うこ
とによって触れ合いと相互理
解を深める。 

いきいき学級・子育連 
水辺のわらしっ子広場 

豊田地区土曜らんどスタッフ 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

幼・小中学
生 
父母・高齢
者 

豊田地区土曜ら
んど 

5月～3月 
第 3土曜
日 

平成１４年度から始まった学
校週５日制の実施に伴い、子
ども達が主体的に活動できる
場、また地域の方々と交流す
る場として、色々体験出来る
メニューで取り組み、青少年
の健全育成を育む。 

豊田地区土曜らんどスタッフ 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

小学生 
中学生 

とよだWednesday 
クラブ 

6月～ 
10月 
 

子ども同士の遊びの中から、
自主性と創造性を醸成する内
容を基本とする。 「放課後
の学校」を「子ども達の広場
に！さまざまな体験をとおし
て、地域の大人とふれ合い、
学年や世代を越えた交流を行
うことを目的。 

とよだWednesdayクラブスタッフ 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

豊田小学校
児童 

豊田地区 
子ども会育成会
連絡協議会 

随 時 
各育成会の相互の連携を密に
し、より望ましい活動の推進
を努める 

豊田地区子ども会育成会連
絡協議会 

20地区 

豊田地区 
分館連絡協議会 

随 時 
地区内の各分館の相互の連絡
調整を行い、さらに分館の活
動の振興を図る。 

豊田地区分館連絡協議会 １７分館 

豊田地区老人会 随 時 

趣味を生かし、楽しい生活の
中で自分発見できる団体活動
の育成。 
 

老人会 老人会 
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事 業 名 期 日 目   的 実施主体 対象 

長井市民豊田体
育館運営委員会
及び利用者の会 

随 時 

体育施設の運営と管理、健康
増進、体育振興に努める。ま
た、情報交換・利用者の日程
調整に努める。 

長井市民豊田体育館運営委員会 
利用者の会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

市民 

長井市民豊田体
育館（サン・ビ
レッジ豊田）の
管理 

随 時 
体育施設の運営と管理、体育
振興に努める。 

長井市民豊田体育館運営委員会 
利用者の会 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

市民 

白川河川敷グラ
ウンドの管理 

随 時 
地域住民の憩いの広場とし、
運営と管理に努める。 

豊田コミュニティセンター運営協議会 
地区長会会員 
分館連役員 
水辺役員 
各実行委員 

地区民 

チームとよだ 随 時 

かわまちづくり事業実施地内
（米坂線の白川鉄橋から下
流、最上川の合流地点までの
白川右岸）余剰地の維持管理
に努める。 

チームとよだ 
豊田コミュニティセンター運営協議会 

地区民 

水辺のわらしっ
子広場 

随 時 

白川下流から松川合流地点まで
の水辺を子供たちが個性豊かで
心身ともにたくましく成長でき
る体験活動の場にふさわしい
「子どもの水辺」環境として整
備するための検討調整をすす
め、その実現に努めるとともに
地域の活性化に寄与する 

水辺のわらしっ子広場 地区民 

 

 

-87-



 

第３章 生涯スポーツの推進 ＝ 市民ひとり１スポーツを楽しむ元気なまち 

 

１ 重点と施策 

（１）ライフステージに応じたスポーツ活動の推進 

重     点 主  な  施  策 
① 市民一人ひとりがそれぞれの体力や年齢、技術、興

味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまで

もスポーツに親しむ環境づくりを推進します。 

 

成人の週１回以上のスポーツ実施率を平成３５年度

までに６０％程度とし、併せて、成人のスポーツ未

実施者（1 年間に一度もスポーツをしない人）をゼ

ロに近づけることを目標にします。 

○長井花のまちスポーツクラブへの 

支援       (6,000千円) 

 

○マラソン・駅伝のまち長井の推進 

・全国白つつじマラソン大会 

             (1,330千円) 

・長井マラソン大会 (5,146千円) 

・県高等学校駅伝    (219千円) 

 ・東北高校駅伝    (761千円) 

 

○長井市夏季総合体育大会 

 ・体協加盟 18競技を開催 

(180千円) 

 

○各種スポーツ大会の実施 

 ・市民ソフトボール大会 

 ・市民ペタンク大会 

・市民卓球大会 

 ・市民ソフトバレー大会 

・少年少女なわとび大会 

・市民スキー大会 

 ・長井ロードレース大会  

② 安全にスポーツ活動をおこなうことができるよう環

境整備を図り、豊かな生涯スポーツ社会の実現を目

指します。 

○スポーツ安全保険等の加入推進 

○施設の安全点検実施 

○体育施設へのＡＥＤ設置 

 ・常 設 長井市野球場 

      学習プラザ 

 ・開設時 市民小出プール 

道照寺平スキー場 

 

（２）地域における子どものスポーツ機会の充実 

重     点 主  な  施  策 
①  学校・地域と連携し、子どもが積極的にスポーツに

取り組む意識を育て、幼児期からスポーツに親しむ

環境の整備を図ります。 

 

○花スポによる親子スポーツ教室等

の開催 

○幼稚園、保育所、児童センター、

学童保育へのスポーツ支援 

○学校体育との連携及び支援 

・小体振事業委託    (185千円) 

② 子どもを取り巻く地域スポーツ環境の整備を推進し

ます。 

○スポーツ少年団活動の充実、支援 

                 (365千円) 
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（３）市民が主体的に参画する地域スポーツ環境の整備 

重     点 主  な  施  策 
①  市民が主体的に参画する地域スポーツ環境の整備を

推進します。また、総合型スポーツクラブの充実に

向け支援していきます。 

○総合型地域スポーツクラブの育成 

及び支援 

○学校体育施設の開放事業 

② スポーツを支える（育てる）重要な役割を担うスポー

ツ指導者の養成や研修を行います。 

また生涯スポーツの推進に中心的な存在であるスポー

ツ推進委員の資質の向上と総合型地域スポーツクラ

ブとの連携を図ります。 

○指導者の養成、指導力向上 

・県体育協会負担金   (62千円) 

○スポーツ推進委員の資質向上 

・委員報酬        (640千円) 

・県スポーツ推進委員会負担金  

                   (40千円) 

 

（４）競技スポーツの振興と競技力の向上 

重     点 主  な  施  策 

①  スポーツ少年団、中学・高校、各競技団体、並びに

総合型地域スポーツクラブと連携し、選手強化事業

の実施、指導者の育成をおこない、競技力の向上を

図ります。 

○一貫指導体制の確立、選手強化費、

優秀選手、指導者功績への顕彰  

・市体育協会委託料 (1,100千円) 

 

② トップ選手の競技を観戦する等により、より高いレ

ベルの競技力を目指す意欲を育てます。 

○夏季総合体育大会の開催 

○マラソン・駅伝のまちの推進 

○2020東京オリンピック・パラリン 

ピック事業の推進 

・オリンピアン・タンザニア選手

を長井マラソンに招待するなど、

タンザニアとの交流や東京オリ

ンピックの気運醸成を図る 

・事前合宿等の招致活動 

③ トップレベルの選手に対する支援 ○優秀選手の情報収集 

○適切な支援を実施 

 

（５）体育施設の充実 

重     点 主  な  施  策 
①  体育施設に対するニーズに的確に対応し、効果的・

効率的な管理運営を行います。 

○指定管理者制度導入の検討 

○生涯学習プラザ施設管理運営 

(41,969千円) 

○運動公園施設管理運営 

(17,754千円) 

 ・長井市陸上競技場 

 ・プラザ運動公園芝生広場 

○その他スポーツ施設の管理運営 

          （4,054千円） 

 ・市民体育館 

 ・学校体育施設開放事業 

 ・長井市野球場 

 ・あやめ公園多目的運動広場 

 ・あやめ公園テニスコート 

 ・市民小出プール 
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 ・長井市ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 

 ・道照寺平スキー場 

 ・長井市武道館 

② 施設の改修及び老朽化した施設の長寿命化を図りま

す。 

・安全で安心して利用できる体育施設の整備 

○その他体育施設管理運営事業 

 大規模改修    (726千円) 

○生涯学習プラザ施設管理事業 

  大規模改修   （1,030千円） 
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長井市置賜生涯学習プラザ運営計画 

 

 

１ 基本方針 

 生涯スポーツ・生涯学習・文化活動の場と機会を提供し、健康で文化的な住民生活の向上と魅力

ある活力に満ちた地域づくりに資する。 
 
 

２ 基本目標 

① 施設の保守点検の徹底及び施設修繕等を実施し、安全に楽しく活動できる施設を提供する。 

② 関係機関・団体との連携することにより、スポーツ・文化活動等の拡充を図る。 

③ 生涯スポーツや生涯学習等の情報提供及び積極的な施設のＰＲをおこなう。 

④ プラザ施設を拠点とする総合型地域スポーツクラブ及び各利用団体との連携、情報共有を図る。  

⑤ 生涯学習プラザ及び運動公園の管理運営方法に関する調査・検討をおこなう。 
 
 

３ 重点施策 

① 施設の保守点検の充実と施設の主な工事・修繕 

当施設は、平成元年の竣工から31年目となり、施設設備の老朽化が著しく、年次的に施設修繕

工事に取り組むことが急務となっている。今年度は下記工事・修繕を実施するとともに、保守点

検の充実を図る。 

・施設の保守点検に努め､安全に活動することができるよう管理運営に努める｡ 

・施設の環境美化に努め､快適に楽しく利用できる環境づくりに努める。 

  〔工事・修繕〕 

○生涯学習棟   

・消防設備の更新 

② 関係機関・利用団体との連携及び利便性の向上 

 ・大会や定期利用団体との連携及び日程等の調整をおこない、円滑で効率的な利用に努める。 

 ・各種大会や講演会等の開催が円滑に行われるよう支援を行い、スポーツ・文化活動の推進に努

める。 

③ 情報提供と積極的なＰＲ活動 

・市ホームページや市報への「催しもの情報」等の掲載を行うとともに、館内掲示板を活用し情

報の提供を行う｡ 

④ 総合型地域スポーツクラブ「長井花のまちスポーツクラブ（花スポ）等との連携 

・平成25年4月スタートした花スポは、生涯学習プラザを拠点として各種活動を展開している。 

 花スポ及び生涯学習プラザを利用する各団体との連携を強化し、より充実した生涯学習活動が

実践できるよう支援をおこなう。 

⑤ 生涯学習プラザ及び運動公園の管理運営体制の確立 

・生涯学習プラザ及び運動公園の設置効果の発現と効率的な運営を図るため、指定管理者制度導

入の準備をおこなう。 
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資料１ 教育委員会組織図  
 

                              教育総務係  教育委員会の会議、規則、総合教育会議、振興計画、 

           教育総務課            調査統計、文書管理、物品管理、庶務 

 

                            施設整備係   教育財産の管理・処分、学校施設の管理営繕、各種契約、 

                                学校施設台帳、教育施設の耐震化・大規模改修 

 

              学校給食共同調理場    業 務 係  施設の管理運営、衛生管理、献立作成 

 

 

                                        学  事  係  学級編制、児童生徒の就学･転入学、就学援助、学校保健、 

   学校教育課                  スクールバス運行、幼稚園就学奨励 

 

                                          指 導 係  教職員の服務･人事、学校教育の指導、教科書及び教材、 

学校教育研修所、ＡＬＴ、教育相談、学校運営協議会 

 

               小・中学校  長井小学校、致芳小学校、西根小学校、平野小学校、豊田小学校、 

教育委員会                伊佐沢小学校、長井南中学校、長井北中学校 

教育長 

 平田  裕                          生涯学習係   社会教育の総合推進、社会教育施設の設置管理 

教育長職務代理者                                               社会教育委員会議、社 会教育団体育成 

土屋 正人                              社会教育に関する情報の交換・調査研究 

教育委員 

平 とも子                      中央ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 指定管理者：中央ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 
教育委員 

齋藤 暁美     文化生涯学習課        致芳ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ   指定管理者：致芳ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 
教育委員 

吉田 重成                         西根ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ   指定管理者：西根ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 
 

                                平野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ   指定管理者：平野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 
 

                               伊佐沢ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 指定管理者：伊佐沢ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 
 

                                        豊田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ  指定管理者：豊田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 

 

                          文 化 係  文化施設の設置管理・廃止、芸術文化活動の振興 

                                      文化財の調査・保護・管理、市史、市民文化会館、 

古代の丘資料館、文教の杜 

 

      図   書   館    指定管理者：㈱デーシーエス 
 

      市民文化会館    （耐震等改修工事のため閉館中） 

 

     古代の丘資料館   施設の管理、事業の企画運営 

 

      文教の杜ながい   指定管理者：一般財団法人「文教の杜ながい」 

 

     勤労青少年ホーム 指定管理者：中央ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ運営協議会 

 

                        スポーツ振興係 社会体育関係会議、社会体育関係団体の指導育成 

    生涯スポーツ課           社会体育及びレクリェーション活動の振興 

 

                          施設管理係  社会体育施設の設置・廃止・管理運営、 

学校体育施設の開放 

置賜生涯学習プラザ 施設の管理運営 

 

教育参事 
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資料２ 平成３１年度・令和元年度 教育予算  
 

① 長井市一般会計当初予算概要 

【歳 入】                  【歳 出】 

科   目 予算額(千円) 
構成比

(%) 

 
科   目 予算額(千円) 

構成比

(%) 

市   税 3,206,542  17.5%  総 務 費 4,477,930  24.4% 

地方交付税 4,100,000  22.4%  民 生 費 4,777,483  26.0% 

分担金及び負担金 133,183  0.7%  衛 生 費 1,119,445  6.1% 

使用料及び手数料 161,860  0.9%  農林水産業費 697,892  3.8% 

国庫支出金 2,394,838  13.0%  商 工 費 514,026  2.8% 

県 支 出 金 961,014  5.2%  土 木 費 2,366,546  12.9% 

繰 入 金 1,235,557  6.7%  教 育 費 2,375,970  13.0% 

諸 収 入 281,902  1.5%  公 債 費 1,115,626  6.1% 

市   債 4,165,400  22.7%  そ の 他 895,082 4.9% 

そ の 他 1,699,704 9.4%  合   計 18,340,000  100.0% 

合   計 18,340,000  100.0%     

 

② 長井市教育費当初予算概要 

項    目 予算額(千円) 構成比(%) 

一 般 会 計 18,340,000  

教  育  費 2,375,970 100% 

学 

校 

教 

育 
関 

係 

教育総務費 161,209 6.8% 

内 

訳 

教育委員会費 15,152 0.6% 

事務局費 145,167 6.1% 

学校教育研修所費 890 0.1% 

小学校費 552,284 23.2% 

内

訳 

学校管理費 515,249 21.7% 

教育振興費 37,035 1.5% 

中学校費 146,019 6.1% 

内

訳 

学校管理費 111,285 4.7% 

教育振興費 34,734 1.4% 

社 

会 

教 

育 

関 

係 

社会教育費 1,304,186 54.9% 

内 
 
 

訳 

社会教育総務費 31,845 1.3% 

生涯学習推進費 28,040 1.2% 

公民館費 3,355 0.2% 

図書館費 38,722 1.6% 

芸術文化費 61,721 2.6% 

市民文化会館費 1,091,711 46.0% 

置賜生涯学習プラザ費 43,480 1.8% 

古代の丘資料館費 5,312 0.2% 

歴史的建造物利活用推進費 0 0.0% 

保健体育費 212,272 9.0% 

内 

訳 

保健体育総務費 52,403 2.2% 

体育施設費 31,413 1.4% 

学校給食費 128,456 5.4% 
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